
導入編 


本製品や添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明 
します。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読ん 
で、正しくセットアップしてください。 


知っておきたいこと （2 ページ） 

本製品の特長や添が（または別売品）のソフトウェア、およびを種オプション 
とソフトウエアの組み合わせによって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 


導入にあたって （6 ページ） 

本製品をご利用されるシステムを構築する際に知っておいていただきたい事柄 
や、参考となるアドバイスが記載されています。 

お客様登録 （12 ぺージ） 

お客様登録の方法について説明しています。 Express 5800シリーズ製品に関す 
るさまざまな情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

セツトアップ （13 ページ） 

本製品をお使いになれるまでに必要な手順について順を追って説明していま 
す。 


再セットアップ （47 ページ） 

A - ドディスクドライブからオペレーティングシステムを起動できなくなった 
場合に八ードディスクドライブの内容を化荷時の状態に戻してから再セット 
アップする方法について説明しています。 

応用セットアップ （67 ページ） 

シームレスセツトアップを使用しないインス I -ール方法など、特殊なセット 
アップの方法について説明しています。 


ONL-4159aN-53Xd-000-0 1 -0705 





2 知っておきたいこと 


知っておをたいこと 

本装置について知っておいていただきたいことがらを記載しています。導入の前にご覧くださ 
い。 


装置か観 


導入の際に知っておいていただきたいを部のを称と場所を次に示します。増設や運用時に知っ 
ておいていただきたいを部のを称や機能については「八ードウエア編」をご覧ください。 


<装置前面> 



フ□、ソピーデイスクドライブ 


POWER/SLEEP スイッチ 

POWER/SLEEP ランプ 
ディスクアクセスランプ（緑色) 
へ、ソドフォン端子 
USB コネクタ 

マイク入力端子 


<装置背面> 

電源コネクタ 

マウスコネクタ 

丰ーボードコネクタ 
シリアルポート1コネクタ 
シリアルポート2コネクタ 

USB コネクタ ‘ 

ライン出力端子 
(へ、ソドフォン端子兼用） 

DUMP スイ、ソチ 

モニタコネクタ（オプション） ' 



ベースカバー固定ネジ 


プリンタポートコネクタ 

ベースカバー固定ネジ 

LAN コネクタ （1000BASE-T/ 
100 BASE-TX/10BASE-T) 

マイク入力端子 
ライン入力端子 


ベースカバー固定ネジ 


















































































導入編 3 



お買い求めになられた本製品の特長を次じ示します。 



• Intel ® Core ™ 2 DUO Processor 搭載 
• 高速 1 000 BASE - T / 1 0 OBASE - TX /1 OBASE-T 


• ESMPRO/ServerAgent 

• ESMPRO/ServerManager 


インタフエー ス （1 Gbps /100 Mbps /10 Mbps 対応） 
• SATA 300対応高速ディスクアクセスをサポートした 
内蔵八ードディスクドライブ 


信頼性 


バスパリティエラー檢化 
温度お知 
パスワード機能 
内蔵ファン回転監視機能 
電圧監視機能 
ディスクアレイ （ SATA ) 

メモリ監視機能 （1 ビットエラー 
訂正/2ビットエラーお出） 


守機能 



I 己該断機能 

• Power On Self-Test ( POST ) 
• テスト診断 （ TeDoLi ) 


ぐに使える 


• DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ機能 
• 保守 ツール 


0 富な機能搭載 

• サウンド スピーカ内蔵 

• オーディオ端子(ライン人力端子/ライン出力端子(ヘッド 
フォン端子兼用)/マイク人力端子/ヘッドフォン端子)搭載 
• EI Torito Bootable CD - ROM(no emulation 


Microsoft ® Windows Vista ™ Business 日本語版、 

Microsoft ® Windows ® XP Professional x 64 Edition 日本語版 
または、 Microsoft ® Windows ® XP Professional 日本語版 
がインス I -ール済み 

利なセットアップ 

凹 っ-子^ IJ 子^_ 

• EXPRESS 己 UILDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリ 


mode ) フォーマツトをサポート 
• リモートパワーオン機能 

• AC リンク機能 

• SATA 300 (内蔵八ードディスクドライブ用) 
対応 

• 光ディスクドライブは購入時に選択可能な 
フリーセレクションタイプ 


ティ） 

• SETUP 旧 I 0 S セットアップ ユーティリティ） 

应張性 

• PGI バス X 4 ス□ツト 


^ 電力機能 

多彩なスリープ機能をサポート* 1 (オプション 
ボードによっては機能しないものもある） 


■ PCI Express ( x 16) X 1 ス□、ソト ( PCI #1) 

オプションのグラフ ィ、ソ クスアクセラレータ用 

■ PCI 32- bit /33 MHz /5 V インターフエース X 2 ス□、ソト (PCI #2, #3) 
- PCI Express ( x 4) X 1 ス□、ソト （PCI #4) 

• 最大 4 GB *2 のメモリ の IMMX 4 ス □、ソト） 

Microsoft Windows XP Professional の場合 
最大 8 G 己*2のメモリ （ DIMMX 4 ス□、ソト） 

Microsoft Windows XP Professional x 64 Edition / 

Windows Vista 己 usiness の場合 

• USBZO 対応 


*1 Microsoft Windows XP Professional x 64 Ed 怕 on を使用し、 

4 G 己じ(上のメモリを実装している場合は、休止状態は使用できません。 
*2 3 GB 程度しか認識されません。 
























4 知っておきたいこと 


本体管理 

本製品の八ードウェアコンポーネントで実現している運用管理機能/信頼性機能を提供しま 
す。また、 EXPRESS 巨 UILDER に収録されている 「 ESMPRO / ServerAgent 」 により、システ 
ムの状態を統合的に管理することができます。本体の状態は、同じく EXPRESSBULDER に収 
録されている 「 ESMPRO / ServerManager 」 がインストールされたネットワーク上の管理コン 
ピュータからチェックすることができます。 

ESMPRO / ServerAgent をインス I ルした場合、データビューアの項目ごとの機能可否は下 
表のようになります。 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示する機能です。 


メモリパンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示する機能でず。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする機能です。 

I/O デバイス 

〇 

I/O デバイス （ フ□、ソピーディスクドライブ、シリアル 
ポート、パラレルポート、キーボード、マウス、ビデオ） 

の情報参照をする機能です。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視ずる機能で 
す。 


温度 

〇 

崖体内部の温度を監視ずる機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能でず。 


電圧 

〇 

崖体内部の電圧を監視する機能でず。 


電源 

X 

電源ユニットを監視する機能です。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (崖体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能でず。 

ソフトウエア 

〇 

サービス、ドライバ、 0S の情報を参照する機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク (LAN) に関する情報参照やパケット監視を 
する機能でず。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張ノなデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する機能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

エージエントが取得する任意の MIB 項目の値を監視する 
機能です。 

ストレージ 

〇 

八ードディスクドライブなどのストレージデバイスやコン 
卜□ーラを監視ずる機能でず。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をする機能で 
ず。 

ディスクアレイ 


〇 

LSI せ製ディスクアレイコント□-ラ （N 8103 -73A/80/ 

81) および、 Promise 社製ディスクアレイコント□-ラを 
監視する機能です。 




* 上記ディスクアレイコント□ーラをサポートしていない 
本体装置の場合、ディスクアレイの情報はデータビュー 
アには表示しません。 

その他 


X 

Watch Dog Timer による OS ストール監視をする機能で 
す。 



X 

0S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能でず。 


〇:サポート A :—部サポートX:未サポート 



ESMPRO / ServerManager と ESMPRO / ServerAgent は、本体に標準添付されて 
います。各ソフトウエアのインストール方まや使用方まは、各ソフトウエアの 
説明を参照してください。 
































導ん漏己 


ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを管理するために次の点について留意しておきましょう。 

• 内蔵の八ードディスクドライブと DAT などのバックアップ装置機能を提供します。 

テープ装置へのデータのバックアップは Windows XP 標準のバックアップアプリケー 
ションの他に ARCserve、 巨 ackupEXEC、NetBackup などによるバックアップも巧能で 
す。なお、バックアップ装置は別売のオプションです。 

• マザーボードの RAID コント□ーラと内蔵の八ードディスクドライブによるディスク管 
理機能を提供します。 

八ードディスクドライブの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を 
高めることにつながるといえます。マザーボードの RAID コント□ーラを使用することに 
より、八ードディスクドライブをグループ化して冗長性を持たせることでデータの損失 
を防ぐとともに八ードディスクドライブの稼働率を向上することができます。 

本体のマザーボードには、シリアル ATA(SATA) 八ードディスクドライブを接続すること 
ができるチャネルを標準で持っています。また、このチャネルを制御するコント□ーラ 
じよって RAID ドライブを構築することができます。コント□ーラがサポートしている 
RAID レベルは RAID0 と RAID 1です。 

コント□ーラの制御やを種設をはコント□ーラに搭載されているコンフィグレーション 
ユーティリティ 「LSI Logic Software RAID Utility」 を使用します。詳しくは「八ード 
ウェア編」を参照してください。 

運用中の管理•保守はブラウザべースのユーティリティ 「MegaRAID Storage Manager」 
を使用します。使用方まについては「ソフトウェア編」、またはオンラインドキュメント 
を参照してください。 


電源管理 

商用電源のトラブルは、システムを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に加え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因とな 
る場合があります。 

無停電電源装置 (UPS) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始めると、 
自動的にバッテリから電源を供給し、システムの停止を防ぎます。システム管理者は、その闇 
にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電流の変動を巧え、 
電源ユニットの寿命を延ばして平均故障間隔 (MTBF) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュールなどによる本装置の自動-無人運転を実現することもできます。 


ネットワーク管理 

クライアント/サーバシステムを構築した場合にネットワーク構成機器(サーバ/ワークステー 
シヨン、ルータ、八ブなど)を監視し障害や過負荷状態を橫化することができます。なお、ルー 
夕や八ブの監視には ESMPRO/Netvisor などの関連製品が必要です。 






6 導入にあたって 


導入に友たつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 


システム構築のポイント 

お使いになるシステムに本製品を導入するにあたり、次の点について留意してください。 

まずはじめに本体、および添付品がすべてそろっていることを確認してください（添付の構成 
品表を参照してください）。万一、足りないものや破損しているものがあったときはお買い求 
めの販売店または保守サービス会社に連絡してください。また、システムを構築するために必 
要となる機器についても磕認しましょう。 

日常での運用において、本体の状態を管理•監視できるようなシステムを構築しておくことが 
望まれます。 

添付の 「EXPRESSBUILDER®」CD-ROM には、本体、および Express 5800シリーズ製品の状 
態を監視することができるサーバ/ワークステーション管理アプリケーション忙 SMPRO®」 
が収録されています。 ESMPR0 は、障害が起きたときに管理 PC へ障害を通知したり、その障 
害内容を採取したりすることができます。 

ESMPR0 やその他の管理アプリケーション、ハードウェアの持つ機能などを効率よく使用し 
てシステム管理やセ丰ュリティの強化を図ってください。 

なお、本体に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信して保 
守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シリーズの 
障害監視-保守を行うことができます。 

「エクスプレス通報サービス」を利用することもご橫討ください。 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点について確認してください。 

出荷時のが態を確認しましょう 

本製品を導入する前に、化荷時の状態を確認してください。 

• パーテイシヨン構成について 


く Windows Vista の場合> 

リカバリセ、ソトアップを実施するためには、 32-bit 用の Windows RE パーティシヨンが必 
要です。 32-bit 用の Windows RE パーティシヨンは購入時に作成されています。 
Windows RE パーテイシヨンについては、51ぺージを参照してください。 



Windows RE パーテ ィシヨン （約 8GB) 

保守用の各種ユーティリティが格納されています。 

オペレーティングシステムからは、 「E に A 構成丄または 「Windows RE」 
の NTFS パーティシヨンとして認識されます。 



Windows RE パーティシヨンを 64 -bit 化している場合、 Windows RE パーティ 
シヨンがない場合はリカバリセットアップはできません。 EXPRESSBUILDER 
に格納されているオンラインドキュメント [Microsoft Windows Vista Business 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照しマニュアルセットアップを 
実施してください。 


く Windows XP x 目4 Edition/Windows XP の場合> 

本装置では、セットアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域（保守用パー 
テイシヨン）が自動的に作成されます。 



保守用パーティシヨン（約 55MB) 

保守用の各種ユーティリティが格納されています。オペレーティング 
システムからは、旧 SA 構成丄または 「MAINTE_P」 の FAT パーティ 
シヨンとして認識されます。 
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• 保守パーティシヨンについて 

保守用パーティシヨンには、 Express 己800製品の保守作業に大変有効 
な保守用ツールび格納されまず。保守用ツールは 、 EXPRESSBUILDER 
等の起動媒体 ( CD や FD ) か5起動することもできますび、保守用パー 
ティシヨンに格納しておけば、起動媒体びお手元に無い場合でも、保守 
用ツールを使用ずることができます。 

• 保守ノ くーティシヨンエリアの削除に関ずるを意点 

新規に保守用パーティシヨンを作成する場合ディスクをクリアします。 
よって、保守用ノくーティシヨンを削除した場合、再度保守用ノくーティシヨ 
ンを作成すると、ディスク全面びクリアされまずのでごを意ください。 


電源を入れる前に 

本体をセットアップし、システムを構築する場合は、次の順唐で行います。 

①八ードウエアのセットアップ 

本体を箱から取り化し、最適な場所に設置後、羊ーボード、マウス、ディスプレイ装置のケー 
ブル、電源コードの順で本体背面のコネクタに接続します。 


w "0 オペレーティングシステムのセットアップび完了するまでは、内蔵オプション 
の取り付けや周辺機器の接続をしないでください。これ5の作業は、オペレー 
ティングシステムのセットアップが完了してか 5 行います。 ただし、メモリは 
取り付けることをお勧めしまず。 


③オペレーティングシステムのセットアップ 

購入された本体には、すでに次のいずれかがインス I '''ールされています。 

— Microsoft Windows Vista Business 日本語版 

(Microsoft Windows Vista Business 32-bit(x86) Edition) 

— Microsoft Windows XP Professional x64 Edition 日本語版 

— Microsoft Windows XP Professional 日本語版 

そのまま電源を ON にすればユーザー固有の情報など必要な設をを入力するだけで使用できる 
ようになっています。詳しい手順は15ページで説明しています。 

システムの修復をする場合は、じ(下の2つの方まがあります。 

• システムの修復 

何らかの原因でシステムを起動できなくなった場合は、回復コンソールを使用してシス 
テム修復を行います。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者 W 外には 
お勤めできません。 

システムの修復に37ページ)を参照してください。 
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• 再セットアップ 

く Windows Vista 64- bit ( x 64) Edition の場合> 

Windows Vista 64- bit ( x 64) Edition を初めてご使用される場合、もしくはシステムの破 
損などが原因で Windows Vista 64- bit ( x 64) Edition を起動できなかった場合などに添付 
のバックアップ DVD - ROM を使って再セットアップしてください。再セットアップの方 
まについては 、 「Microsoft Windows Vista 巨 usiness インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」でマニュアルセットアップとして説明しています。 

く Windows Vista 32 -bit ( x 86) Edition の場合 > 

システムの破損などが原因で Windows Vista 32 -bit ( x 86) Edition を起動できなかった場 
合などに添付のバックアップ DVD - ROM を使って再セットアップしてください。再セッ 
トアップの方まについては47ページで説明しています。オペレーティングシステムの 
セットアップが完了するまでは、内蔵オプションの取り付けや周辺機器の接続をしない 
でください。これらの作業は、オペレーティングシステムのセットアップが完了してか 
ら行います。ただし、メモリは取りがけることをお勧めします。 

く Windows XP Professional x 64 Edition の場合> 

システムの破損などが原因で Windows XP Professional x 64 Edition を起動できなかっ 
た場合などじ添がのバックアップ CD - ROM を使って再セットアップしてください。再 
セットアップの方まについては、 EXPRESS 目 ULDER に格納されているオンラインド 
车ュメント 「Microsoft Windows XP Professional x 64 Edition インストレーシヨンサプ 
リメントガイド」でマニュアルセットアップとして説明しています。 

く Windows XP の場合> 

システムの破損などが原因で Windows XP を起動できなった場合などじ添付のバック 
アップ CD - ROM を使って再セットアップしてください。再セットアップの方まじついて 
は47ページで説明しています。オペレーティングシステムのセットアップが完了するま 
では、内蔵オプションの取り付けや周辺機器の接続をしないでください。これらの作業 
は、オペレーティングシステムのセットアップが完了してから行います。ただし、メモ 
リは取り付けることをお勧めします。 


⑤内蔵デバイスの取り付け/周辺機器の接続 

別途購入されたメモリや八ードディスクドライブなどの内蔵デバイスを取り付け、プリンタな 
どの周辺機器を接続します。接続する周辺機器用のデバイスドライバをインストールする場合 
は、周辺機器に添付の説明書を参照してインス I ^ールしてください。 


④障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解巧ができるよう障害処理のためのセ、ソトアップ 
をしてください 。 Windows Vista / Windows XP x 64 Edition / Windwos XP に関しては、本 
書で説明しています。 



弊社では、 ESMPRO のイ也にも「エクスプレス通報サービス」と呼ばれる 
Express 5800製品の状態監視用サービスを用意しています。 Express 5800製品 
に障害が起きたときに自動的に保ずサービス会社に通報され、保ずサービス会 
社から保ず情報の通知または保ず員の派遣などのサービスを受けることがで 
きます。エクスプレス通報サービスをご契約することをお勧めします。 
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⑥管理ユーティリティのインス!ル 

システムで橫化した障害情報の管理を行うためには、 ESMPRO / ServerAgent をインストール 
します作 SMPRO / ServerAgent は 「 EXPRESS 目 ULDER 」 CD - ROM からインス I -- ルするこ 
とができます）。また、ネットワーク上の管理 PC から Express 5800製品の運用状態や障害情 
報を確認する場合は管理 PC に ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「をインス I -- ルしてください（イン 
ストールじついては「ソフトウェア編」で説明しています)。 ESMPRO / ServerManagertt * 
体にインストールして使用することもできます。 



添付の CD-ROM には、 「ESMPRO/ServerAgent」 と [ESMPRO/ServerManagerJ 
の2つのアプリケーシヨンが含まれています。 ESMPRO には、そのイ也にもさま 
ざまな用途に応じたアプリケーシヨンが用意されています。詳しくはお買い求 
めの販売店または保ずサービス会社にお問い合わせください。 


⑥システム情報のバックアップ 

八ードウェアとソフトウェアのすべてのセットアップを完了したら、添付の 
rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM のユーティリティを使用して本体装置のシステム情報のバッ 
クアップをとります。 

本体装置の故障による部品交換や修理の後にバックアップしていたシステム情報をリストア 
することで故障前と同じ状態で本製品を使用することができます。 


ネットワーク構築のポイント 

ネットワークじ接続する場合は、コンピュータをや TCP / IP などの設をが必要です。あらかじ 
め確認しておくことをお勧めします(後から変更することもできます)。 

ネットワークを経由して、他のシステムからの指示じより本体の電源を投入（リモートパワー 
オン)する場合は、目 I 0 S セットアップユーテイリテイの 「 Advanced 」 メニューの fAdvanced 
Chipset Control 」 で 「Wake On LAN / PME 」 を [ Enabled ] に設定:します。 


UPS 接続時のポイント 

本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続している場合、 UPS から本体の電源を制御で 
きる電源連動 （ AC リンク）機能を使用することができます。 

この AC リンク機能を使用して本体の電源 ON / OFF を行う場合は、目 I 0 S セ、ソトアップユーティ 
リティの 「 Server 」 メニューの 「 AC - LINK 」 を [Power On ] に設定:します。また、 UPS を正 
しく動作させるためにお使いになる UPS に合ったソフトウエアの設をが必要です。 
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ストレージ機能構築のポイント 

参ディスクアレイコント□ーラを使用する場合 

MegaRAID Storage Manager をインストールしておく必要があります。「ソフトウェア 
編」の 「MegaRAID Storage Managed の説明に従って MegaRAID Storage Manager 
をインストールしてください。 

ディスクアレイシステムを構築する際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるためじ 
も、アレイディスクの整合性チェックをを期的に行うことをお勤めします（オンライン 
ド车ュメント 「MegaRAID Storage Manager ユーザーズガイド」の 「Check Consistency 
機能」を参照して<ださい）。 

• バックアップファイルシステムを使用する場合 

本装置では、別売の SCSI コント□ーラを搭載することによリバ、ソクアップ装置を接続す 
ることができます。バックアップ装置とバックアップツールを使ってを期的に大切な 
データのバックアップをとることをお勤めします。 

主なバックアップツールは次のとおりです。 

- Windows XP バックアップツール 

- ARCserve (コンピュータ-アソシエイツ社） 

— BackupExec (シマンテック社） 

— NetBackup (シマンテック社） 

DAT 装置などのテープデバイスは、へ、ソドのミちれによりデータの読み書きが正常に行わ 
れず、バックアップ/リストア中にエラーが発生する場合があります。クリーニングテー 
プにより、を期的にへ、ソドを清掃するようにムがけてください。 



12 お客様登録 


お客様登録 

弊社では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しております。添 
がの「お客様登録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送い 
ただ<か、または Club Express のインターネットホームページ 


http :// club . express . nec . co . jp / 


にてご登録ください。 



rClub Express 会員」のみなさまには、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上 
で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express 
のインターネットホームぺージにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 
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セットアップ 


箱を開けてからお使いになれるまでの手順について、順を追って説明します。再セットアップ 
の際は、「再セットアップ （47 ページ)」を参照してください。 


，■〇 本装置に Windows のプ□ダクトキーび記載された ID ラベルび貼りつけ5れて 
■ ra います。 


Product Key: 

AAAAA—BBBBB—CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111 

00000 — 000 — 000—000 


プ□ダクトキーは OS のセットアップや再インス I ル時に if 、 要な情報です。 
剥びしたりミちしたりしないよう取り扱いにごま意ください。もし剔がれて紛失 
したり巧れて見えなくなった場台でも、ラベルの再発行はできませんので、あ 
5かじめプ□ダクトキーをメモし、他の添付品と一緒にメモを保管されること 
をお勧めします。 


1 EXPRESSBUILDER がヴポートしているオプシ3ンボード 


添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - ROM でサポートしているオプションボードは、 W 下にな 
ります。もし、下記 W 外のオプションボードを接続するときは、オプションボード添付のマ 
ニュアルと「応用セットアップ」 （67 ページ）を参照してセットアップしてください。 

<Windows Vista の場合> 

• EXPRESSBUILDER にて 0 S のインストールをサポートしているオプションボード 

なし 

• その他のオプション 

- N 8103 -95 SCSI コント日ーラ 

く Windows XP x 目4 Edition / Windows XP の場合> 

• EXPRESSBUILDER にて OS のインストールをサポートしているオプションボード 

- LSI Logic Embedded MegaRAID^M (マ ザ-ボ-ド上のコント□-ラを利用） 

• その他のオプション 


N 8103 -95 SCSI コント日ーラ 
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次の順唐で八ードウエアをセツトアップします。 


wO 内蔵デバイスは、オペレーティングシステムのセットアップを完了してか5取 
BM り付けてください。 


1. 本体に、最も適した場所に設置する（^8日ぺージ)。 

2. ディスプレイ装置やマウス、キーボードのケーブルを本体に接続する（一83ペー 
ジ)。 


W -0 プリンタなどの周辺機器は、オペレーティングシステムのセットアップを完了 
■to してか5取り付けてください。 


3. 添付の電源コードを本体と電源コンセントに接続する（一86ページ)。 

4. 八ードウエアの構成やシステムの用途に応じて BI 日 S の設定を変更する。 

128ページを参照してください。 

4/^ 目 IOS のパラメータで時刻や日付の設定と確認をしてください（本装置では使 
反!^ 用する OS を選択するような BIOS パラメータ値はありません。プラグ，アンド- 
プレイのサポート有無に関する設定は特に必要ありません)。 
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3オペレーテイングシステムのセットアップ 


電源を ON にして、お使いになれる状態になるまでを順を追って説明します。 

セットアップの手順 

初めて電源を ON にしてセツトアップするときは、次の手順でシステムを起動して、セツトアツ 
プを始めます。 


Microsoft Windows Vista の場合 

Microsoft Windows Vis ねが八ードディスクドライブにインス I -- ル済みのモデルでは、次の 
手順に従ってセツトアップをしてください。 


W -0 セットアップを完了ずるまでは、キーボードやマウス、ディスプレイ装置切が 
のデ! レ r スを接続しないで<ださい。 


1 . フ□ッピーディスクドライブと光ディスクドライブにディスクがセットされていな 
いことを確認する。 

2. 本体の電源を日 N にする。 

本体は自動的に POST を開始し、しばらくすると 「 Windows のセットアップ」画面 
が表示されます。 

W 降、画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよく確認し、セットアップを進 
めてください。 

-[ライセンス条項をお読みになってください]画面では、ライセンス条項の内容 
を確認してください。 


-[ユーザーをと画像の選択]画面では、ユーザーをやパスワードを入力し、ユー 
ザーアカウントで使用する画像を選択します。 

-[コンピュータをを入力して、デスクトップの背景を選択してください]画面で 
は、コンピューターをを入力し、デスクトップの背景を選択します。 

- [ Windows を自動的に保護するよう設をしてください]画面では、表示される 
設を内容を確認し選択します。 

-[時刻と日がの設をの磕認陋面では、時刻と日付を正しく設をしてください。 

-[お使いのコンピュータの現在の場所を選択してください]画面では、表示され 
る設定内容を確認し選択します。 

-[ありがとうございます]画面で[開始]をクリ、ソクする。 
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3. システムに□グオンする。 

W 下のソフトウェアも併せてインストールします。ソフトウェアのセットアップに 
ついては、「ソフトウェア編」または添付の 「 EXPRESS 目 UILDER 」 CD - ROM じ格 
納されているオンラインド羊ュメントを参照してください。 

— ESMPRO/ServerAgent 

ーエクスプレス通報サービス 

W 上でインストールは完了です。続いて「デバイスドライバ（標準装備）のセツトアップ」じ 
進んで < ださい。 


Microsoft Windows XP Professional x64 Edition の場合 

Microsoft Windows XP Professional x 64 Edition が八ードディスクドライブにインストール 
済みのモデルでは、次の手順に従ってセツトアップをしてください。 


两"〇 セットアップを完了するまでは、キーボードやマウス、ディスプレイ 装置 切が 
Bto のデバイスを接続しないでください。 


1. フ□ッピーディスクドライブと光ディスクドライブにディスクがセツトされていな 
いことを確認する。 


2. 本体の電源を日 N にする。 


本体は自動的に POST を開始し、しばらくすると 「 Windows セットアップウィザー 
ドの開始」 画面が表示されます。 

W 降、画面の指示に従って必要な設をや表示内容をよ<磕認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[ライセンス契約]画面では、ライセンス契約の内容を磕認してください。 

-[ソフトウエアの個人設を]画面では、名前や組織名を入力します。 

—[コンピュータさ)と Administrator のパスワード]画面では、コンピュータさ)と 
Administrator のパスワードを入力してください。 

-[日付と時刻の設定]画面では、日付と時刻を正し<設定してください。 

-[ネットワークの設を]画面では、ネットワークの設をを選択します。 

-[ワークグループまたはドメインを]画面では、ドメインに参力□させるか選択 
します。 


システムが再起動します。 
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3. 再起動後、システムに□グオンする。 

W 下のソフトウエアも併せてインストールします。ソフトウエアのセットアップに 
ついては、「ソフトウエア編」または添付の rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM に格 
納されているオンラインド羊ュメントを参照してください。 

— ESMPRO/ServerAgent 

ーエクスプレス通報サービス 
— MegaRAID Storage Manager 


じ(上でインストールは完了です。続いて「デバイスドライバ（標準装備）のセツトアップ」に 
進んでください。 


W -0 本装置にインストールされているサービスパックのバージョンと、装置に添付さ 
置3 れているサービスパックのバージョンび異なる場合びあります。装置にインス 
卜ールされているヴービスパック切降のパ'—ジョンび添付されている場合は、装 
置に添付の 「Windows XP x 目4 Edition RUR x 対応 （Service Pack x ) イ 
ンストール手順書」を参照してヴービスパックのインストールをしてください。 
ヴービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報を確認ください。 

[NEC 8番街] http :// nec 8. com / 


Microsoft Windows XP Professional の場合 

Microsoft Windows XP Professional が八ードディスクドライブにインストール済みのモデ 
ルでは、次の手順に従ってセツトアップをしてください。 


W -0 セットアップを完了するまでは、キーボードやマウス、ディスプレイ装置切が 
のデバイスを接続しないでください。 


1 . フ□ッピーディスクドライブと光ディスクドライブにディスクがセットされていな 
いことを確認する。 

2. 本体の電源を日 N にする。 

本体は自動的に POST を開始し、しばらくすると 「Microsoft Windows へようこそ」 
画面が表示されます。 

W 降、画面の指示に従って必要な設定や表示内容をよ<確認し、[次へ]をクリック 
してセットアップを進めてください。 

-[使用許諾契約]画面では、使用許諾の内容を確認してください。 

-[コンピュータを保護してください]画面では、自動更新を行うか選択します。 

-[コンピュータにを前を付けてください]画面では、コンピュータのを前やコ 
ンピュータにわかりやすい説明をつけることができます。 

-[インターネットに接続する方法を指をしてください。 ] 画面では、使うデバ 
イスを選択します。 

-[高速接続のセットアップを行います]画面では、 LAN 接続をセットアップし 
てください。 

- [ Microsoft にユーザー登録する準備はできましたか？ ] 画面では、任意で 
ユーザー登録が巧能です。 
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- [このコンピュータを使うユーザーを指定してください]画面では、このコン 
ピュータを使うをユーザーのを前を入力してください。 

[設定が完了しました]画面が表示されます。[完了]をクリックしてください。 

3. 設定完了後、自動でシステムに□グオンする。 

JU 下のソフトウェアも併せてインス I -ールされます。ソフトウェアのセットアップ 
については、「ソフトウェア編」または添付の rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM に 
格納されているオンラインド车ュメントを参照してください。 

— ESMPRO/ServerAgent 

- エクスプレス通報サービス 
— MegaRAID Storage Manager 

W 上でインストールは完了です。続いて「デバイスドライバ（標準装備）のセツトアップ」に 
進んで < ださい。 


w "0 本装置にインス I ルされているヴービスパックのパ’ージョンと、装置に添付 
されているサービスパックのバージョンが異なる場合びあります。装置にイン 
ストールされているサービスパック似降のバージョンび添付されている場合 
は、装置に添付の 「Windows XP RUR x 対応 （Service Pack x ) インス 
トール手順書」を参照してサービスパックのインストールをしてください。 
ヴービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報を確認ください。 

[NEC 8番街] http :// nec 8. com / 
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デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップ 

オプションのデバイスドライバのインストールやセットアップについてはオプションに添付 
の説明書を参照してください。 

Microsoft Windows Vista の場合 

• ディスクドライバ 

標準装備のディスクドライバは、購入時にインス!-ール済みです（システムの修復や再 
セットアップの際にち自動的にインストールされます）。 

• ネットワークアダプタの詳細設定 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と 
Duplex モードの設をが必要です。次の手順に従って設をして<ださい。 

^ ドライバおよび PROSet に関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソー 

I チェッ匀 ルか6管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。 0S 
のリモートデスクトップ機能によるリモートか6の設定変更操作はサポート 
しておりません。 

1. [□一カルエリア接続のプ□パティ ] ダイア□グボックスを開く。 

[標準のスタートメニューモードの手順] 

(1) スタートメニューから[コント□-ルパネルト[ネットワークと共有センター] 
-> [ネットワーク接続の管理]- >[ □一カルエリア接続]をダブ;レクリックする。 

[□一カルエリア接続の状態]ダイア□グボックスが表示されます。 

(2) [プ□パティ]をクリックする。 

[クラシックスタートメニューモードの手順] 

(1) スタートメニューから[設を]一[ネットワーク接続]をクリックする。 

(2) [□一カルエリア接続]アイコンをちクリックし、メニューから[プ□パティ]を 
クリ 、ソク する。 

2. [構成]をクリックする。 

[Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet のプ□パティ ] ダイア□グボックスが表示 
されます。 

3. [詳細設定]タブをクリックし、に peed & Duplex ] を八ブの設定値と同じ値に 
設定する。 

4. [Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet のプ□パティ ] ダイア□グボックスの 
[0 K ] をクリックする。 

W 上で完了です。 

ネットワークドライバを削除してしまった場合は、システムを再起動してください。自 
動的にインス I '''ールされます。 

[オプションのネットワークドライバの設定手順] 

(1) デバイスマネージャを起動する。 
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(2) ネットワークアダプタの [In お l ( R ) PRO /1000 〜または Intel ( R ) PRO /100 〜]を 
ダブルクリックする。 

(3) [詳細設定]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]設をを八ブの設 
をと同じ値に設定する。 

(4) [ Intel ( R ) PRO /1000 〜または Intel ( R ) PRO / 100-のプ□パティ ] ダイア□グ 
ボックスの [0 K ] をクリックする。 

上で完了です。 

必要に応じてプ〇トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク接続]か 
ら□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行います。 

• オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード （ N 8104 -11 1/112/1 19/120/121) を使用する場合 
は、下記のインストール方法に従って、ドライバのインストールをしてください。 

く Windows Vista 32- bit ( x 8 目） Edition の場合> 

( N 8 104-1 1 1) のボード名のドライバ 

[く CD - ROM ® ドライブレター >:¥ WINNT ¥ VISTA ¥ DL 1 ¥PR 日1日日 ¥ WIN 32] 

( N 8 104-1 12/1 19/12日/ 121) のボード名のドライバ 

[く CD - ROM ® ドライブレター >:¥ WINNT ¥ VISTA ¥ DL 1 ¥ PR 日1日日日 ¥ WIN 32] 

くオプションボード用ネットワークドライバのインス I ル> 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. [ Intel ( R ) PR 日/1日日日〜または Intel ( R ) PR 日/1日日〜]をダブルクリックする。 
ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ドライバ]タブを選択し、[ドライバの更新]をクリックする。 

[ドライバソフトウエアの更新- Intel ( R ) PRO /(1000 または10 0) 〜]が表示されます。 

4. [コンピュータを参照してドライバソフトウエアを検索する ( R )] をクリックする。 

己.検索するソフトウエアの欄に、 

く Windows Vista 32- bit ( x 8 目） Edition の場合> 

( N 8 104-1 1 1) のボード名のドライバ 

[く CD - ROM ® ドライブレター >:¥ WINNT ¥ VISTA ¥ DL 1 ¥PR 日1日日 ¥ WIN 32] 

( N 8 104-1 12/1 19/12日/ 121) のボード名のドライバ 

[く CD - ROM ® ドライブレター >:¥ WINNT ¥ VISTA ¥ DL 1 ¥PR 日1日日日 ¥ WIN 32] 

と入力し、[次へ]をクリックする。 

ドライバの橫索が開始され、横索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[ドライバソフトウエアが正常に更新されました。 ] 画面が表示されます。 

目.[閉じる]をクリックする。 

7. システムを再起動する。 


W 上で完了です。 
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参 SCSI コント□ーラ( N 81 03-95) を追加接続する場合 

システムに SCSI コント□-ラ ( N 8103 -95) を追力□接続する場合、 OS のプラグアンドプレ 
イ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 

• グラフィックスアクセラレータドライバ（ディスプレイドライバ） 

オプションのグラフ ィ、ソ クスアクセラレータボードを使用する場合は、グラフ ィ、ソ クス 
アクセラレータドライバを 『 NEC 8 番制 http :// nec 8. com よりダウン日ードしてドライ 
パをインストールしてください。 

• サウンドドライバ 

標準装備のサウンドドライバは、購入時にインストール済みです。（システムの修復や再 
セットアップの際は、システムのアップデートを行ってください） 

• USB 2.0 ドライバ 

USB 2.0ドライバは、購入時にインストール済みです（システムの修復や再セットアップ 
の際にち自動的にインス I '■'ールされます）。 


Microsoft Windows XP Professional x64 Edition の場台 

• ディスクドライバ 

標準装備のディスクドライバは、購入時にインス!-ール済みです（システムの修復や再 
セットアップの際にち自動的にインス I -ールされます）。 

• ネットワークアダプタの詳細設定 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と 
Duplex モードの設定が必要です。次の手順に従って設定してください。 

^ ドライバおよび PROSet (こ関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソー 
IFH 习 ルか6管理者権限 （ Administrator 等）で□グインして実施してください。 0S 
のリモートデスクト、ソプ機能じよるリモートか6の設定変更操作はサポート 
しておりません。 


1. [□一カルエリア接続のプ□パティ ] ダイア□グボックスを開く。 

[標準の スター トメ ニューモー ドの手順] 

(1) スタートメニューから[コント □ —ルパネル]一[ネットワーク接続卜[〇— カル 
エリア接続]をクリックする。 

[□一カルエリア接続の状態]ダイア□グボックスが表示されます。 

(2) [プ□パティ]をクリックする。 

[クラシックスタートメニューモードの手順] 

(1) スタートメニューから[設定]一[ネットワーク接続]をクリックする。 

(2) [□一カルエリア接続]アイコンをちクリックし、メニューから[プ□パティ]を 
クリ 、ソク する。 


2 . 


[構成]をクリックする。 

[Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet のプ□パティ ] ダイア□グボックスが表示 
されます。 
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3. [詳細設定]タブをクリックし、に peed & Duplex] を八ブの設定値と同じ値に 
設定する。 

4. [Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet のプ□パティ ] ダイア□グボックスの 
[日 K] をクリックする。 

W 上で完了です。 

ネットワークドライバを削除してしまった場合は、システムを再起動してください。自 
動的じインス I '''ールされます。 

オプションのネットワークドライバの設定手順 

く PR 日 Set がインストールされていない場合> 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

(2) ネ、ソトワークアダプタの [In お l ( R ) PRO /1000 〜または Intel ( R ) PRO /100 〜]を 
ダブルクリックする。 

(3) [詳細設を]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]設をを八ブの設 
をと同じ値に設定する。 

(4) [ Intel ( R ) PRO /1000 〜または Intel ( R ) PRO / 100-のプ□パティ ] ダイア□グ 
ボックスの [ OK ] をクリックする。 

t 又上で完了です。 

く PR 日 Set がインストールされている場合> 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

(2) ネットワークアダプタの [ Intel ( R ) PRO /1000 〜または Intel ( R ) PRO /100 〜]を 
ダブルクリ、ソクする。 

(3) [リンク]タブをクリックし、[速度とデュプレックス ( S )] 設定を八ブの設をと同 
じ値に設定する。 

(4) [Intel PROSet ] ダイア□グボックスの [ OK ] をクリックする。 
t 又上で完了です。 

必要に応じてプ〇トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク接続]か 
ら□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行います。 

• オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード （ N 8104 -11 1/112/1 19/120/121) を使用する場合 
は、下記のインス!-ール方まじ従って、ドライバのインス!-ールして下さい。 


[N8 104-1 1 1] のボード名のドライバ 

[<CD-R0M のドライブレター >:¥WINNT¥XPAMD64¥DL1¥PR0100¥WINX64] 

[N8 104-1 12/1 19/12日/ 121] のボード名のドライバ 

[く CD-ROM のドライブレター >:¥WINNT¥XPAMD64¥DL 1 ¥PR0 1000 ¥WINX64] 

くオプションボード用ネットワークドライバのインスIル> 

1 . デバイスマネージャを起動する。 

2. [イーヴネットコント□ーラ]をダブルクリックする。 

ダイア□グボックスが表示されます。 
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3. [ ドライバ]タブを選択し、 [ ドライバの更新]をクリックする。 

[八ードウェアの更新ウィザード]が表示されます。 

4. [いいえ、今回は接続しません]を選択して、[次へ]をクリックする。 

己.[一覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 

目.[次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、下のどちらかを入力し[次へ]をクリックする。 

[N8 104-1 1 1] のボード名のドライバ 

[<CD-R0M のドラィブレター >:¥WINNT¥XPAMD64¥DL1 ¥PR01 00VWINX64] 

[N8 104-1 12/1 19/12日/ 121] のボード名のドライバ 

[く CD-R 日 M のドライブレター >:¥WINNT¥XPAMD 目 4¥DU ¥PR0 1日日日 ¥WINX 目 4] 

ドライバの橫索が開始され、横索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[八ードウェアの更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 

7. [完了]をクリックする。 

上で完了です。 

• PROSet 

PROSet は、ネ、ソトワークドライバに含まれるネットワーク機能磕認ユーティリティで 
す。 PROSet を使用することにより、下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の確認 

— ループバックテスト、パケ、ソト送信テストなどの診断 
- Teaming の設定： 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構ぶすることで、サーバに耐障害性に優れ 
た環境を提供し、サーバスイッチ間のスループットを向上させることができます。この 
ような機能を利用する場合は、 PROSet が必要じなります。 PROSet をインス!-ールする 
場合は、じ(下の手順に従って<ださい。 

1 . 「EXPRESSBUILDER」CD-R 日 M を光ディスクドライブにセットする。 

2. スタートメニューから[すべてのプ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、 
[エクスプ□ーラ]をクリックする。 

3. 「<CD-R0M のドライブレター >:¥WINNT¥XPAMD64¥DL1 ¥PR0SET¥WINX64」 
ディレクトリ内の 「DXSETUP.EXE」 アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PRO Network Connections - Instal に hield ウィザード]が起動します。 

4. [次へ]をクリックする。 

己.[使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

目.セットアップオプションの画面が表示されるので、デフォルトのまま[次へ]をク 
リックする。 

7. インスI-ール画面の[インスI-ール]をクリックするとインスI-ールが開始されま 
す。 

[InstallShield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

8. [完了]をクリックする。 
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9. システムを再起動する。 
W 上で完了です。 

• AFT/ALB のセットアップ 


アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されて 
いるアダプタに障害が発生した場合自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行さ 
せるものです。また、アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) とは、複数のアダプタでグ 
ループを作り、サーバから送受信パケットをグループすべてのアダプタから行うことに 
より、スプールパケットを向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 
AFT / ALB 機能を使用する場合はじ(下の手順に従ってセツトアップしてください。 


W -0 • AFT/ALB のセットアップは、ドライバインス! -- ル後、必ず再起動し 

■to た後に行う^;、要びありまず。 

• アダプタフオルトトレランス ( AFT ) のグループとして指定するアダプタ 
は、同一八ブ、異なる八ブのどち5の接続でも使用可能ですび、異なる 
ノ V ブに接続する場 S ホ、ずべて同一 LAN (同ーネットワーク)上に存在す 
る必要びありまずので、カスケード接続にしてください。 

• アダプティブ□—ドバランシング ( ALB ) を使用する場合は、スイッチン 
グ八ブにのみ接続でさます。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換ずる場合 
は、^^、ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 


1. デバイスマネージャより、ネットワークアダプタのプ□パティを開く。 

2. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化する (T)」 にチェックを入 
れ、持斤規チーム]をクリックする。 

3. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

4. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

日.チームモードの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アタ'プティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

目.[完了]をクリックする。 

7. デノくイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデノくイスのプ□パティを開 
く。「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

8. チーム内のアダプタで、プライマリに設定する場合、ドライバを選択し、「プライ 
マリの設定」をクリックする。 

チーム内のアダプタで、セカンダリに設定する場合、ドライバを選択し、「セカンダ 
リの設を ( S )」 をクリックしてください。 

両方の設をが終了した場合、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてください。 

9. 「スイッチのテスト」をクリック後、スイッチのテスト画面が表示されたら、「テス 
卜の実行」をクリックして実行する。 

実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

• SCSI コント □— ラ(N81 03-9 日)を追加接続する場合 

システムに SCSI コント日ーラ ( N 8103 -95) を追力□接続する場合、 OS のプラグアンドプレ 
イ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされます。特に作業は必要ありません。 
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• グラフィックスアクセラレータドライバ（ディスプレイドライバ） 

オプションのグラフィックスアクセラレータボードを使用する場合は本体またはグラ 
フィックスアクセラレータボードに添付の説明書とディスク ( CD - ROM ) を使用してド 
ライパをインストールしてください。 

• サウンドドライバ 

標準装備のサウンドドライバは、購入時にインストール済みです（システムの修復や再 
セツトアップの際にち自動的にインス I -ールされます）。 


システムのアップデート時にポップアップメニユー(ハードウエアの更新ウィ 
ザード）が出ることがありますが数秒で消えるので何も操作しないで下さい。 

もし操作してしまった場合でもキャンセルを選択してください。 

• USB2.0 ドライバ 

USB 2.0ドライバは、購入時にインス I -ール済みです（システムの修復や再セットアップ 
の際じち自動的にインストールされます）。 


Microsoft Windows XP Professional の場を 

• ディスクドライバ 

標準装備のディスクドライバは、購入時にインス!-ール済みです（システムの修復や再 
セットアップの際にち自動的にインス I -ールされます）。 

• ネットワークアダプタの詳細設定 

標準装備のネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、転送速度と 
Duplex モードの設定が必要です。 W 下の手順に従って設定して<ださい。 




ドライバおよび PROSet (こ関する操作は、必ず本体装置に接続されたコンソー 
ルか6管理者権限 （Administrator 等）で□グインして実施してください。 0S 
のリモートデスクトップ機能(こよるリモートか6の設定変更操作はサポート 
しておりません。 



1. [□一カルエリア接続のプ□パティ]ダイア□グボックスを開く。 

[標準のスタートメニューモードの手順] 

(1) スタートメニューから[コント□-ルパネルト[ネットワーク接続卜 [□- カル 
エリア接続]をクリックする。 

[□一カルエリア接続の状態]ダイア□グボックスが表示されます。 

(2) [プ□パティ]をクリックする。 

[クラシックスタートメニューモードの手順] 

(1) スタートメニューから[設定]一[ネットワーク接続]をクリックする。 

(2) [□一カルエリア接続]アイコンをちクリックし、メニューから[プ□パティ]を 
クリ 、ソク する。 
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2. [構成]をクリックする。 

[Broadcom NetXtreme Gigabit 曰 hemet のプ□パティ ] ダイア□グボックスが表示 
されます。 

3. [詳細設定]タブをクリックし、に peed & Duplex ] を八ブの設定値と同じ値に 
設定する。 

4. [Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet のプ□パティ ] ダイア□グボックスの 
[0 K ] をクリックする。 

上で完了です。 

ネットワークドライバを削除してしまった場合は、システムを再起動してください。自 
動的じインス I -ールされます。 

オプションのネットワークドライバの設定手順 

く PR 日 Set がインストールされていない場合> 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

(2) ネットワークアダプタの [Intel(R) PRO/1000 〜または Intel(R) PRO/100 〜]を 
ダブルクリ、ソクする。 

(3) [詳細設を]タブをクリックし、[リンク速度とデュプレックス]設をを八ブの設 
をと同じ値に設定する。 

(4) [Intel(R) PRO/1000 〜または Intel(R) PRO/ 100-のプ□パティ ] ダイア□グ 
ボックスの [OK] をクリックする。 

t 又上で完了です。 

く PR 日 Set がインス I ルされている場合> 

(1) デバイスマネージャを起動する。 

(2) ネットワークアダプタの [In お l(R) PRO/1000 〜または Intel(R) PRO/100 〜]を 
ダブルクリックする。 

(3) [リンク]タブをクリックし、[速度とデュプレックス (S)] 設定を八ブの設定と同 
じ値に設定する。 

(4) [Intel PROSet] ダイア□グボックスの [OK] をクリックする。 

W 上で完了です。 

必要に応じてプ〇トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク接続]か 
ら□一カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行います。 

• オプションのネットワークボードのドライバ 

オプションのネットワークボード （ N 8104 -11 1/112/1 19/120/121) を使用する場合 
は、下記のインストール方まに従って、ドライバのインストールしてください。 


[N8 104-1 1 1] のボード名のドライバ 

[ く CD-ROM のドライブレター >:¥WINNT¥XP¥DL1¥PR0100¥WIN32] 


[N8 104-1 12/1 19/1 20/1 21] のボード名のドライバ 

[ く CD-ROM のドライブレター >:¥WINNT¥XP¥DL1¥PR01000¥WIN32] 

くオプションボード用ネットワークドライバのインス I ル> 

1 . デバイスマネージャを起動する。 
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2. [イーヴネットコント□ーラ]をダブルクリックする。 

ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [ ドライバ]タブを選択し、 [ ドライバの更新]をクリックする。 

[八ードウェアの更新ウィザード]が表示されます。 

4. [いいえ、今回は接続しません]を選択して、[次へ]をクリックする。 

己.[一覧または特定の場所からインストールする（詳細） ] を選択し、[次へ]をクリッ 
クする。 

目.[次の場所で最適のドライバを検索する]を選択し、[次の場所を含める]にチェック 
を入れ、じ(下のどちらかを入力し[次へ]をクリックする。 

[N8 104-1 1 1] のボード名のドライバ 

[く CD-ROM® ドライブレター >:¥WINNT¥XP¥DL1 ¥PR 日1日日 ¥WIN32] 

[N8 104-1 12/1 19/12日/ 121] のボード名のドライバ 

[く CD-ROM® ドライブレター >:¥WINNT¥XP¥DL 1 ¥PR0 1 000¥WIN32] 

ドライバの横索が開始され、横索後にインストールが始まります。しばらくすると 
[八ードウェアの更新ウィザードの完了]画面が表示されます。 

7. [完了]をクリックする。 

W 上で完了です。 

• PROSet 

PROSet は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティで 
す。 PROSet を使用することにより、 JU 下のことが行えます。 

- アダプタ詳細情報の磕認 

- ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
- Teaming の設定： 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構ぶずることで、サーバに耐障害性に優れ 
た環境を提供し、サーバスイッチ闇のスループットを向上させることができます。この 
ような機能を利用する場合は、 PROSet が必要じなります。 PROSet をインス!-ールする 
場合は、じ(下の手順に従って<ださい。 

1 . 「EXPRESS 巨 UILDER」CD-R 日 M を光ディスクドライブにセットする。 

2. スタートメニューから[すべてのプ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、 
[エクスプ□ーラ]をクリックする。 

3. 「く CD-ROM® ドライブレター >:¥WINNT¥XP¥DL1 ¥PR 日 SET¥WIN32」 ディ 
レクトリ内の 「DXSETUP.EXE」 アイコンをダブルクリックする。 

[Intel(R) PRO Network Connections - Instal に hield ウィザード]が起動します。 

4. [次へ]をクリックする。 

己.[使用許諾契約の条項に同意します]を選択し、[次へ]をクリックする。 

目.セットアップオプションの画面が表示されるので、デフォルトのまま[次へ]をク 
U ックする。 
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7. インストール画面の[インストール]をクリックするとインストールが開始されま 
す。 

[ Ins ね I に hield ウィザードを完了しました]ウィンドウが表示されます。 

8. [完了]をクリックする。 

9. システムを再起動する。 

U 上で完了です。 

• AFT / ALB のセットアップ 

アダプタフォルトトレランス ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されて 
いるアダプタに障害が発生した場合自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行さ 
せるものです。また、アダプティブ□-ドバランシング ( ALB ) とは、複数のアダプタでグ 
ループを作り、サーバから送受信パケットをグループすべてのアダプタから行うことじ 
より、スプールパケットを向上させるものです。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT / ALB 機能を使用する場合はじ(下の手順に従ってセツトアップしてください。 




1. デバイスマネージャより、ネットワークアダプタのプ□パティを開く。 

2. チーム化のタグを選択し、「その他のアダプタとチーム化する ( T )」 にチェックを入 
れ、時斤規チーム]をクリックする。 

3. チームの名前を入力後、[次へ]をクリックする。 

4. チームに含めるアダプタをチェックし、[次へ]をクリックする。 

己.チームモードの選択で、「アダプタフォルトトレランス」、「アタ'プティブ□ー ドバ 
ランシング」のいずれかを選択し、[次へ]をクリックする。 

目.[完了]をクリックする。 

7. デノくイスマネージャより、上記で設定したチーム名のデノくイスのプ□パティを開 
く。「設定」のタグを選択し、[チームの編集]をクリックする。 

8. チーム内のアダプタで、プライマリに設定する場含、ドライバを選択し、「プライ 
マリの設定」をクリックする。 

チーム内のアダプタで、セカンダリに設をする場合、ドライバを選択し、「セカンダ 
リの設を ( S )」 をクリックしてください。 

両方の設をが終了した場合、 [0 K ] をクリックして画面を閉じてください。 


• AFT/ALB のセットアップは、ドライバインストール後、必ず再起動し 
た後に行う必要びあります。 

• アダプタフオルトトレランス (AFT) のグループとして指定ずるアダプタ 
は、同一八ブ、異なる八ブのどち5の接続でも使用可能でずび、異なる 
八ブに接続する場台は、ずべて同一 LAN (同ーネットワーク)上に存在ず 
る必要びありますので、カスケード接続にしてください。 

• アダプティブ□—ドバランシング (ALB) を使用ずる場合は、スイッチン 
グ八ブにのみ接続でをます。 

• マザーボードまたはオプションのネットワークカードを交換する場台 
は、必ずチームを削除し、交換後にチームを再作成してください。 
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9. 「スイッチのテスト」をクリック後、スイッチのテスト画面が表示されたら、「テス 
卜の実行」をクリックして実行する。 

実行結果、問題なしのメッセージが表示されれば、テスト完了です。 

• SCSI コント□ーラ( N 81 03-95) を追加接続する場合 

システムに SCSI コント□-ラ (N 8103 -95) を追力□接続する場合、 OS のプラグアンドプレ 
イ機能が動作し、ドライバが自動でインストールされますが、その後、ドライバのアッ 
プデートが必要です。システムのアップデートを実施する事でドライバが適用されます。 

• グラフィックスアクセラレータドライバ（ディスプレイドライバ） 

オプションのグラフィックスアクセラレータボードを使用する場合は本体またはグラ 
フィックスアクセラレータボードに添付の説明書とディスク (CD-ROM) を使用してド 
ライバをインストールしてください。 

• サウンドドライバ 

標準装備のサウンドドライバは、購入時にインス!-ール済みです（システムの修復や再 
セツトアップの際にち自動的にインス I -ールされます）。 



システムのアップデー ト 時にポップアップ メニユー(ハー ドウエアの更新ウイ 
ザード）が出ることがありますが数砂で消えるので何も操作しないで下さし、。 
もし操作してしまった場合でもキャンセルを還ネ尺してください。 


• USB 2.0 ドライバ 

サービスパック 2 じ(降を適用時のみ使用可能です。 USB2.0 ドライバは、購入時にインス 
トール済みです。システムの修復や再セットアップの際は、システムのアップデートを 
行うと自動的にインストールされます。 


システムのアップデート（ヴービスパックの適用） 

システムは、購入時に自動的に最新の状態にアップデートされますが、次のような場合には必 
ずアップデートし直してください。 

• システム構成を変更した場合（内蔵オプションの機器の取り付け/取り外しをした場合） 
参システムを修復した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800 用差分モジュールを適用したシステムの場合は、再 
度 RUR のフ□、ソピーディスク(または CD-ROM) を使用して Express 5800 用差分モジユー 
ルを適用してください。 このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 



Windows XP Professional の場合では ServicePack なし/ 1/1 a は、サポートして 
おりません。 ServicePa か2必上を使用する必要があります。 

ServicePack 2が含まれた Windows XP CD-ROM を使用しインストールをされ 
た場合は、再度 ServicePack 2を適用する必要はありません。 


アップデート手順 

詳細なアップデート手順は、 EXPRESS 巨 ULDER に格納されているを 0S のインストレーシヨ 
ンサプリメントガイドを参照してください。 
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4内蔵デパイスの巧り付け/周遇機器の接続 


別途購入したオプションの内蔵デバイスを取り付けてください。取り付け手順については、 
八ードウエア編の「内蔵オプションの取りがけ」を参照してください. 

デバイスドライバ等のインス I -ール手順については、オプションに添付の説明書などを参照し 
てください。 


ここで取り付けたデバイスのモデル名やタイプ、取り付け位置をメモしておい 
てください。オペレーティングシステムを再インストールずる場合は、購入時 
の標準的な八 ー ドウエア構成に戻してか5作業を始める必要びあります。購入 
時のセツトアップを完了した後に取り付けたデバイスは、取り外さなければい 
けません。 


別売のネットワークケーブルで本装置をネットワークに接続してください。羊ーボードやマウ 
ス、ディスプレイ装置じ(外の外付けデバイスがある場合は、それらのデバイスち併せて接続し 
てください。 

本体のコネクタ位置については八ードウエア編の「を部のを称と機能」を参照してください。 
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障害処理のためのセツトアツ 



障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のようなセツ 
トアップをしておいてください。 



表示方法が必下のように設をされている時の手順を記載しています。 

参[タスクバーと[スタート]メニユーのプロパティ]の[[スタート]メ 
ニユ ー] タブで[[スタート]メニユ ー] が還択されている。 

• フォルダーオプションで、[フォルダに共通の作業を表示する]が選が 
されている。 


メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 

本体内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設をです。次の手順に従って設をし 
ます。 


m 


メモリダンプのを意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び行います。お客様は 
メモリダンプの設定のみを行ってください。 

• ここで示ず設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存ずるために再起 
動すると、起動時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび 
表示される場合びありますが、そのまま起動してください。起動し直す 
と、メモリダンプを正しく保存できない場合があります。 


Windows Vista の場合 


1. スタートメニューから[コント□ールパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ウィンドウが表示されます。 

2. [コント□ールパネル]ウインドウから[システムとメンテナンス]をクリックする。 



クラシック表示にしている場合は、 [ コントロールパネル ] から直接[システ 
ム]をクリックして くださし、。 


3. [システム]をクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 
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4. [システムの詳細設定]をクリックする。 



タスク 



な デバイスマネ - ジで (M] 
0 リモ—卜の贾定附 
Q システムのな護け ） — 


コ>ピュー タの 基を 的な 情報の表示 

Windows Edition _ 

Windows Vista™ Business 

Copyright © 2006 Microsoft Corporation. All rights reserved. 
Windows Vi な曰をアツプグレードする(巧 


日.[起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 
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6. テキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力し、 [0 K ] をクリックす 
る。 

く D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 


起動と回復 


おかシステム 

巧ちのオペレーテイ：/ヴシステムほ)： 


[windows Vista 

▼1 

囲オペトティンヴシステムの一哲をま示す别う間の 
巧ぶ要なと劑こ修複オプションを表示する時間の)： 

3o^g か間 
|30 1け間 


システムエラー 

图システム□ヴにイペントをまき化む (W) 
图自か的に再超勤する(巧 
デバッジお報のまき込み 
を'>1手リ かづ 


f タンプファイル 

I D：¥MEMORYI 



两"〇 Windows Vista 目 4- bit ( x 64) Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MBiy 上の空さ容量のあるド 
ライブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows Vista 32- bit ( x 8 巨） Edition の場台 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨 
しまず。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リタ’ンプ]を指定ずることはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +300 MBiy 上(メモリサイズび 
2 GB を超える場合は、2048 MB + 300 MBiy 上)の空き容量のあるドラ 
イブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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7. [パフォーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 



8. [パフォーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 
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9. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



10. [各ドライブのページングファイルのサイズ]ボックスの[初期サイズ]を推奨値 
じ(上に変更し、[設定]をクリックする。 
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w "0 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

■to のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 

納するのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルが必要 
です。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合があるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• mmmi については、インストレーションサプリメントガイドのじち 
意事項」の r 作成ずるパーティションサイズについて」の項を参照して 
<ださい。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルを 
再設定してください。 


11. [日のをクリックする。 

設をの変更内容によつてはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージじ従って再起動してください。 


Windows XP の場台 

1. スタートメニューから[コント□ールパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ウィンドウが表示されます。 

2. [コント□ールパネル]ウィンドウから[パフオーマンスとメンテナンス]をク 
U ックする。 



クラシック表示にしている場合は、 [ コントロールパネル ] から直接[システ 
ム]をクリックしてくださし、。 


3. [システム]をクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. [詳細設定]タブをクリックする。 

5. [起動と回復]ボックスの[設定]をクリックする。 
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6. テキストボックスにデバッグ情報を書き込む場所を入力し、 [0 K ] をクリックする。 

く D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 というファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 


起勤システム 

巧ミのオペレーティンヴシステムを)： 


[" Microsoft Windows XP Professional /fastdetect 


囚 オペレーティンヴシステムの一度をま示する時間の： 
回 ぶ要なときに慨复オブションをま示する時間屯〉： 

起が]のオプションファイルを丰勤で漏集するには、 

編集]を州ッウ 

システム エラー 

囚シス テム□ヴじイペントをまきをむ鄉 
囚 管巧电へ普告をを信する(が 
回 自助的に再起お)する(巧 
デバッジ情沛のまき込み 

r まエ II ガ、，づ 

, 夕.ンプ ファイル 

ID ぶ MEMORYDMP 

\ LTJ ivvi+vj ノ f’l が u ■丄を c y wvy/ 


に 0 ¢1 わ間 


匯 


~ n か間 

mm ) ~I 




Windows XP FVofessional x 目 4 Edition の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リダンプ]を指定することはできません（メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ + lMBm 上の空き容量のあるドライ 
ブを指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 

Windows XP Professional の場合 

• デバッグ情報の書き込みは[完全メモリダンプ]を指定することを推奨 
します。ただし、搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、[完全メモ 
リタ’ンプ]を指定することはできません(メニューに表示されません)。 
その場合は、[カーネルメモリダンプ]を指定してください。 

• 本装置に搭載しているメモリサイズ +12 MB 似上(メモリサイズび 2 GB 
を超える場合は、 2048 MB +12 MB 似上)の空き容量のあるドライブを 
指定してください。 

• メモリ増設により搭載メモリサイズび 2 GB を超える場合は、メモリ増設 
前にデバッグ情報の書き込みを[力ーネルメモリダンプ]に変更してく 
ださい。また、メモリ増設により採取されるデバッグ情報(メモリダン 
プ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先ド 
ライブの空き容量を確認してください。 
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7. [パフオーマンス]ボックスの[設定]をクリックする。 

[パフォーマンスオプション]ウィンドウが表示されます。 


システムのブロバテイ 




r をお r ] ンピューかる II イト阳エア I 註® システムのほ元 I 自旣更巧 ! r リモート I 


Administrator として□ヴォンしない巧合は、これら抑まとんどのをまはで訪せん。 


バフォーマンス 

視宜か果、ブ□セツサのスケジュ-ル、巧リほ用、わよ U 恨巧プ刊 


ユーザー プ□ファイル 
□ジオソこ聞巧したデスクトップ設ミ 




設ミ@ ) 


厂 設定の 1 

お旣と回ほ 

システムお勒、システム睹害、わよひ’デ"ツヴ怕報 


〔 設定の I 


巧巧を数(が 1〔 エラ-ま隘が 


[ 0 K )1 キャン t ル I 通距み 


8. [パフォーマンスオプション]ウインドウの[詳細設定]タブをクリックする。 
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9. [仮想メモリ]ボックスの[変更]をクリックする。 



10. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を推 
奨値上に変更し、[設定]をクリックする。 



，■〇 • 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

raa のための推奨サイズです。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 

納するのに十分な大ささの初期サイズを持つページングファイルび必要 
です。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• r 推奨値」については、「作成するパーティシヨンサイズについて(日6 
ページ)」を参照してください。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてぺージングファイルを 
再設定してください。 
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11.[ OK ] をクリックする。 

設をの変更内容によつてはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。 
メッセージに従つて再起動してください。 


ユーザーモードプ□セスタンプの取得方法 

• Windows Vista Business の場合 

ユーザーモードプ□セスダンプは、アプリケーションエラー発生時の情報を記録した 
ファイルです。 

アプリケーションエラーが発生した際は、エラーが発生した旨を伝えるポップアップを 
終了させずに、じ(下の方法にてユーザーモードプ□セスダンプを取得してください。 

1. タスクバー上の空いている場所をちクリックして[タスクマネージャ]をクリック 
するか、 く Ctrl〉 + く Shift〉 + く Esc> キーを押下して[タスクマネージャ]を起動 
する。 

2. [プ□セス]タブをクリックする。 

3. ダンプを取得するプ□セス名をちクリックし、[ダンプファイルの作成]をクリッ 
クする。 

4. 次のフオルダにダンプファイルが作成されます。 

C:¥Use「s¥ (ユーザーを) ¥AppDa ね ¥Local¥Temp 

ユーザーモードプ□セスダンプが作成されたら、上記4.のフォルダより取得して<ださ 
い。 

ユーザーモードプ□セスダンプの取得方法の詳細は、 W 下の Microsoft 社のサポート技術 
情報を参照して<ださい。 

「Windows Vis ねでユーザーモードプ□セスダンプを取得する方ま」 
http://support.microsott.com/kb/931673/ja 



Windows Vista Business では、ワトソン博±は[問題のレポートと解決策]に変 
更されており、従来のワトソン博±によるクラッシュダンプファイルを取得す 
ることができません。クラッシュダンプファイルと同等レベルの情報は、上記 
の方法で取得できます。 


• Windows XP Professional の場合（ワトソン博±の設定） 

ワトソン博±はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーションエラーを 
橫化するとシステムを診断し、診断情報（□グ ） を記録します。診断情報を探取できる 
よう次の手順に従って設をしてください。 



ワトソン博±の設をは、購入時および再セットアップ時に自動的に設をされて 
います。 


1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリックする。 
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2. [名前]ボックスに rdrwtsn 32. exej と入力し、 [0 K ] をクリックする。 

ワトソン博±のダイア□グボックスが表示されます。 



3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報の保存先を指定する。 

「DRWTSN32.LOG」 というファイルをで保存されます。 



ネットワークパスは指定できません。□一カルコンピュータ上のパスを指定し 
区エック I てください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラッシュダンプファイルの保存先を指定する。 



「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナ 
リファイルです0 
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己.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 

- ダンプシンボル テーブル 

- すべてのスレッドコンテキストをダンプ 

- 既存の□グファイルじ追化 

- クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 

目.[日のをクリックする。 


巨管埋ユーテイリテイのインストール 


添付の rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM には、本体監視用の 「 ESMPRO / ServerAgent 」 およ 
び本体管理用の 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 などが収録されています。これらのユーティリ 
ティは 、 rEXPRESSBUILDERJ CD - ROM からインス! -- ルすることができます。 

詳細については、第3編の「ソフトウェア編」を参照してください。 


wO 再セットアップを行ったときは、これ5のユーティリティを個別にインストー 
Bra ルしてください。 



ユーティリティには、ネットワーク上の管埋 PC にインストールするものもあ 
ります。詳しくは第3編の「ソフトウ: L ァ編」を参照してください。 


システム情報のパックアッ 


システムのセットアップが終了した後、 EXPRESS 目 ULDER を使って、システム情報をバック 
アップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3.日インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 CD - R 日 M を本体装置の光ディスクドライブにセットし 
て、再起動する。 

EXPRESS 目 UILDER から起動して 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示さ 
れます。 

3. [ツール]一[システム情報の管理]を選択する。 

4. [システム情報の管理]から[退避]を選択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 
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8リカパリファイルの退避 


本製品では、購入時の状態に戻したりシステムを修復する環境として WinRE (Windows 
Recovery Environment ) パーティシヨンを八ードディスクじ用意しています。運用中にノ\— 
ドディスクが故障すると、 WinRE パーティシヨンが修復できなくなりますので、必ず「リカ 
バリファイルの退避」を実施してください。 

リカバリファイルの退避手順 

リカバリファイルの退避手順は2通りあります。 

- バックアップ DVD - ROM を使用する場合 
- WinRE パーティションを使用する場合 


• リカバリファイルの退避先には、 4 GB m 上の空き領域び必要になりま 
す。作業を始める前に、退避用のパーティシヨンを作成するなどして、 
リカバリファイルの退避先を準備してください。 

• リカバリファイルは DVD メディアに保管します。 DVD のブランクメ 
ディアを用意してください。 


[ノ（ックアップ DVD - ROM を使用する場合] 

1. 本体の電源を日 N にする。 

2. バックアップ DVD - R 日 M を光ディスクドライブにセットする。 

3. バックアップ DVD - R 日 M をセットしたら、リセットする（く Ctrl > + く Alt > + 

く Delete 〉 キーを押す）か、電源を日 FF / ON して本体を再起動する。 

4. 画面上部に 「Press any key to boot from CD or DVD ..」 が表示されたら、 

く Ente 「> キーを 押す。 

己. [ Windows のインストール]画面が表示されたら、く Shift >+-+ く F 1 日>キーを押 
す。 

目.次のコマンドラインを実行する。 
x :¥ sources ¥ recovery¥recenv 

7. [システム回復オプション]画面で[次へ]を選択する。 

8. [システム回復オプションメニュー]画面から「リカバリセットアップメニュー」を 
選択する。 

9. [リカバリセットアップメニュー]画面から「リカバリファイルの退避」を選択し、 
[次へ]をクリックする。 
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10. 次のメッセージが表示されるので[はい]をクリックする。 



11. リカバリファイルの退避先を選択する。 



• リカバリファイルを格納するためには、 4 GBiy 上の空を領域び必要にな 
ります。 

• rx 」 および 「 R 」 ドライブは指定でをません。 

• リカバリファイル名は変更できません。 

• 退避先フオルダ名に「半角スペース」は含めないでください。 


12. 次のメッセージが表示されるので[日 K ] をクリックする。 



13. システム回復オプションメニューから[再起動]を選択し再起動する。 


14. Windows Vista に□グオンする。 

1己.ライティングソフトを使用して、退避したリカバリファイル ( winpe . wim , 
recover.win ) を DVD メディアに保存する。 
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[WinRE ノ ーテイシヨンを使用する場合] 

1 . 本体の電源を日 N にする。 

2. NEC の□ゴマークが表示されたら、 く F 8> キーを押す。 

3. 間細ブートオプシヨン陋面からロンピユータの修勒を選択する。 

4. [システム回復オプシヨン]画面で[次へ]を選択する。 

己.アカウント名とパスワードを入力して[次へ]を選択する。 



Windows Vis ねをセットアップする際に設をしたアカウント名とパスワードを 
入力してください。購入時の状態では、アカウント名は 「 Administrator 」 に設 
走:されています。パスワードは設をされていません。 


6. [システム回復オプションメニュー]画面から「リカバリセットアップメニュー」を 
選択する。 

7. [リカバリセットアップメニュー]画面から「リカバリファイルの退避」を選択し、 
[次へ]をクリックする。 

8. 次のメッセージが表示されるので[はい]をクリックする。 



9. リカバリファイルの退避先を選択する。 




• リカバリファイルを格納するためには、 4 GBm 上の空を領域び必要にな 
ります。 

• 「 X 」および 「 R 」 ドライブは指定できません。 

• リカバリファイル名は変更できません。 

• 退避先フォルタ’名に「半角スペース」は含めないでください。 
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10. 次のメッセージが表示されるので[日 K ] をクリックする。 



11. システム回復オプションメニューから[再起動]を選択し再起動する。 


12. Windows Vista に□グオンする。 


13. ライティングソフトを使用して、退避したリカバリファイル （ winpe . wim ， 
recover.win ) を DVD メディアに保存する。 


リカバリファイルについて 

次の場合に WinRE パーティションの構築が必要になります。 

WinRE パーティションを構築する際にリカバリファイルを使用しますので、大切に保管して 
ください。 


- 運用中の八ードディスクが故障した場合 
一)\ードディスクをフォーマットした場合 

- 八ードディスクをダイナミックディスクからベーシックディスクにした場合など 
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巧セットアップ 


ここでは、を 0 S を再セットアップする方まについて説明します。 


再セットアップ可能な OS について 


再セットアップできるオペレーティングシステムは、それまで使用していたオペレーティング 
システムです。前回と異なるオペレーティングシステムをインス!-ールするには、別途オペ 
レーティングシステムを購入してください。 



Windows Vista 32-bit (x86) Edition と Windows Vista 64-bit(x64) Edition はライ 
センスが共通のため、 Windows Vista 64-bit(x64) Edition から Windows Vista 32- 
bit (x86) Edition に変更する場合、もしく は Windows Vista 32-bit (x86) Edition か 
ら Windows Vista 64-bit(x64) Edition に変更する場合は別途オペレーティング 
システムを購入する必要はありません。 


再セットアップ方法 


く Windows Vista 64- bit ( x 64) Edition の場合 > 

• マニュアルセットアップ 

Windows Vista 64- bit ( x 64) Edition の再セットアップは「マニュアルセットアップ」を 
使用します。マニュアルセットアップの詳細は、 EXPRESS 巨 UILDER に格納されている 
オンラインド车ュメント 「Microsoft Windows Vista Business インストレーシヨンサプ 
リメントガイド」で説明しています。 

<Winclows Vista 32 -bit ( x 8 目） Edition の場合 > 

• リカバリセットアップ 

「リカバリセットアップ」を使用すると、購入時の状態に戻すことができます。購入時の 
状態と異なるパーティション構成で 0 S を再インストールすることもできます。「リカバ 
リセットアップ」の詳細は、48ページで説明しています。 

参マニュアルセットアップ 

Windows Vista 32 -bit ( x 86) Edition の再セットアップは「マニュアルセットアップ」で 
も巧能です。マニュアルセットアップの詳細は、 EXPRESS 目 UILDER に格納されている 
オンラインド羊ュメント 「Microsoft Windows Vista Business インストレーシヨンサプ 
リメントガイド」で説明しています。 

く Windows XP Professional x 目4 Edition の場合> 

• マニュアルセットアップ 


Windows XP x 64 Edition の再セットアップは「マニュアルセットアップ」を使用します。 
マニュアルセットアップの詳細は、 EXPRESS 巨 UILDER に格納されているオンラインド 
キュメント 「Microsoft Windows XP Professional x 64 Edition インストレーシヨンサプ 
リメントガイド」で説明しています。 
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く Windows XP の場合> 

• シーム レスセットアップ 

「シームレスセットアップ」を使用すると、 RAID の設をから、オペレーティングシステ 
ム （Windows XP ) 、各種ユーティリティのインストールまでを切れ目なく（シームレス 
で）セットアップできます。購入時の状態と異なるパーティション構成で OS を再インス 
I -ールすることもできます。「シームレスセットアップ」の詳細は、54ページで説明して 
います。 

• マニュアルセットアップ 

Windows XP の再セットアップは「マニュアルセットアップ」でも巧能です。マニュア 
ルセ、ソトアップの詳細は、 EXPRESSBUILDER じ格納されているオンラインドキュメン 
卜 「Microsoft Windows XP Professional インスト レーショ ンサプリメントガイド」で 
説明しています。 


リカパリセットアッ 


「リカバリセットアップ」を使用すると、購入時の状態に戻すことができます。また、購入時 
の状態と異なるパーティション構成で 0 S を再インストールすることもできます。 

注意事項 

「リカバリセットアップ」をはじめる前に、ここで説明するを意事項をよくお読みください。 


Windows ファミリについて 

リカバリセットアップでインストール巧能なエディションは、 Microsoft ® Windows Vista ™ 
目 usiness 日本語版似降 、 「Windows Vista 」 と呼ぶ）です。その他の 0 S のセットアップ方 
まについては47ページを参照してください。 


巨 IOS の設定について 

Windows Vista をインストールする前に八ードウエアの BIOS 設定などを確認してくださし^。 
目 IOS の設定については128ページを参照してください。 


M 0 の接続について 

インストール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設をすると、ファイル 
システムが正しく変換されない場合があります。ファイルシステムが正しく変換されなかった 
場合は、 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 


DAT 等のメディアについて 


セットアップでは、 DAT 等のインストールに不要なメディアはセットしないでください。 
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J \- ドディスクドライブの接続について 

0 S をインストールする八ードディスクドライブじ(外の八ードディスクドライブを接続する場 
合は、 0 S をインストールした後から行ってください。 


作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールずるパーティションサイズは、計算式から求めることができます。詳 
細は、 EXPRESS 目 ULDER に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 
Vista Business インストレーションサプリメントガイド」の「を意事項」にある「作成する 
パーティションサイズについて」項を参照してください。 


ダイナミックディスクへの再セットアップについて 

• ダイナミックディスクに直接 Windows Vista を再セットアップすることはできません。 
必ずベーシックディスクに戻して再セットアップを行ってください。また、このときの 
再セットアップでは、リカバリセットアップは使用できません。マニュアルセットアッ 
プを実施してください。 

• ダイナミックディスクをベーシックディスクに戻すと、既存のパーティションはすべて 
削除されます。必要なデータはあらかじめバックアップしてください。また 、 WinRE 
パーティションも削除されますので、必ず事前にリカバリファイルを退避してくださ 
い。 

ダイナミックディスクをベーシックディスクに戻すには、次の手順を実行してください。 


^ この作業は、八ードディスクの容量(こよって、時間がかかります。 

区エック I 


1 . 本体の電源を日 N にする。 

2. バックアップ DVD - R 日 M を光ディスクドライブにセットする。 

3. バックアップ DVD - R 日 M をセットしたら、リセットする 

(く Ctrl >+ く Alt >+ く Delete 〉 キーを押す）か、電源を日 FF / ON して本体を再起動す 
る。 

4. 画面上部に 「Press any key to boot from CD or DVD ..」 が表示されたら、 

く Enter > キーを押す。 

己. [ Windows のインス I -- ル]画面が表示されたら、く Shift >+-+ く F 1 日>キーを押 
す。 

6. 次のコマンドラインを実行する。 
diskpa け 

口 skpart ユーティ リティが起動します。 









50 巧セットアップ 


7. 次のコマンドラインを実行する。 
list disk 

使用可能な八ードディスクー覧が表示されます。この時、対象となる八ードディス 
クの番号を確認してください。 

8. 次のコマンドラインを実行する。 
sel disk number 



numbeii こは、 手順 7 .で確認したハードディスクの番号を入力してくださし、。 


9. 次のコマンドラインを実行する。 
det disk 

指をした八ードディスク上のパーティションー覧が表示されます。指をしたディス 
クが正しく選択されていることを確認してください。 

10. 次のコマンドラインを実行する。 
clean all 

ディスク上のすべてのパーティションとすべてのデータが完全に削除されます。 

11. 終了メッセージが表示されたら、次のコマンドラインを実行する。 
exit 

Diskpart ユーティリティを終了します。 

12. 次のコマンドラインを実行する。 

Wpeutil Reboot 

再起動します。 


バックアップについて 

「バックアップと復元センター」の「コンピュータ全体の復元」を実施する場合、次の組み合 
わせでは使用できません。システムとバックアップのディスクタイプが異なる場合は、バック 
アップ DVD から起動し、システム回復オプションメニューから 「Windows Complete PC 復 
元」を選択してください。 


システム 

バックアップ 

ベーシックディスク 

ダイナミックディスク 

ダイナミックディスク 

ベーシックディスク 
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Windows RE パーテイシヨンについて 

リカバリセットアップを実施するためには、 32- bit 用の Windows RE パーテイシヨンが必要で 
す。 32- bit 用の Windows RE パーテイシヨンは購入時に作成されています。 



Windows RE パーティシヨンを 64- biH ヒしている場合 、 Windows RE パーティ 
シヨンがない場合はリカバリセットアップはできません 。 EXPRESSBUILDER 
に格納されているオンラインドキュメント [Microsoft Windows Vista Business 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し マニュアル セットアップを 
実施してください。 


リカバリセットアップの手順 

1 . 本体の電源を日 N にする。 

2. NEC の□ゴマークが表示されたら、 く F 8> キーを押す。 

3. 間細ブートオプシヨン陋面からロンピユータの修勒を選択する。 

4. [システム回復オプシヨン]画面で[次へ]を選択する。 

日.アカウント名とパスワードを入力して[次へ]を選択する。 



Windows Vis ねをセットアップする際に設をしたアカウント名とパスワードを 
入力してください。購入時の状態では、アカウント名は 「 Administrator 」 に設 
定:されています。パスワードは設をされていません。 


6. [システム回復オプションメニュー]画面から「リカバリセットアップメニュー」を 
選択する。 

7. [リカバリセットアップメニュー]画面から「リカバリセットアップ」を選択し、 [ 
次へ]を選択する。 

8. [リカバリセットアップについてのご案内]画面が表示されたら注意事項を熟読後、 [ 
次へ]をクリックする。 
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9. [リカバリ方法の選択]画面でシステムパーティションを新規に作成するか、既存の 
ものを使用するかを選択する。 



r 既存のパーティションを使用する」場合は、手順11.へ 
r 新規にパーティションを作成する」場合は、手順10.へ 


wO r 新規にパーテイシヨンを作成する」を選択するとパーテイシヨンは全て削除 
されます。 r 既存のパーテイシヨンを使用ずる」を選択すると C ドライブのみな] 
期化されます。 



購入時の状態からパーティションサイズを変更したい場合は「新規にパーティ 
シヨンを作成する」を還択してください。 


パーティションサイズを変更しない場合は「既存のパーティションを使用する」を 
選択してください。 

10. 持規パーティションの作成]画面が表示されたら、システムパーティションのサイ 
ズを入力し、[上記設定で実行する]をクリックする。 
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11. [リカバリセットアップの終了]画面が表示されたら、[シャットダウン]または[再起 
動]を選択し終了する。 


リカノ X リセットアッブが終了しました。 

の電源を0 FF (こするには[シャットダウン]ポタンを 
押してください。 

そのまま再お動する場合は巧お斷ボタンを巧してくだ 
さい。 


シャットタウン J 巧お勒 I 


zi 
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r シームレスセットアップ」は、 RAID の設をから、オペレーティングシステム （Windows XP ) 、 
各種ユーティリティのインストールまでを切れ目なく（シームレスで）セットアップできる方 
まです。八ードディスクドライブを購入時の状態と異なるパーティション構成で使用する場合 
や、 0 S を再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用してください。 


• Microsoft Windows XP Professional x 目 4 Edition では、シームレ 
スセットアップを使用できません。再セットアップする場合は、 
「Microsoft Windows XP Professional x 目4 Edition インストレー 
シ ヨンサプリメントガイド」 を参照し、「マニュアルセットアップ」を 
使用してください。 

• Windows Vista では、シームレスセットアップを使用できません。 

再セットアップする場台は 、 「Microsoft Windows Vista Business 
インスト レーシヨ ンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセッ 
トアップ」を使用してください。 



• シームレスセットアップを使用しないインストール方法など、特殊な 
セットアップについては、67ぺージの「応用セットアップ」で説明して 
います。 

参 シームレスセットアップでは、あらかじめ作成したパラメータフアイル 
を使用したり、セットアップ中に設をしたパラメータをパラメータファ 
イルとしてフロッピーディスク（別途 1.44 MB フォーマット洁み空きフ 
ロッピーディスクをご用意くださし、）に保存することができます。 

• パラメータフアイルは、 EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 

を使って事前に作成しておくことができます。 ExpressPicnic を使ったパ 
ラメータファイルの作成方法については、182ぺージを参照してくださ 

い。 

• シームレスセットアップでは、「保ず用パーティシヨン」と呼ばれる 
55 MB の保ず用の領域をハードディスクドライブの先頭に確保します。 
このパーティシヨンを確保したくないときは、マニュアルセットアップ 
(68 ぺージ参照)でインストールしてください。 

• セットアップパラメータ FD はお客様でご用意ください。 
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OS のインス I -ールについて 

0 S のインストールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


Windows フアミリについて 

Windows XP ファミリのうち、シームレスセットアップでインス I ル可能なエディション 
は、 Microsof 惯 Windows ® XP Profession 旧本語版似降 、 「Windows XP 」 と呼ぶ）です。 

その他の 0 S をインストールするときは、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお間 


本装置では使用する 0 S を選択するような BIOS パラメータ値はありません。 

プラグアンドプレイのサポート有無に関する設をは特に必要ありません。 

Windows XP をインストールする前に八ードウエアの目 IOS 設定などを確認してください。 
巨 IOS の設定には 、 Windows 2000から採用された新しい機能 （ US 巨インタフエースへの対応 
など）に関する設定項目があります。128ページを参照して設定してください。 


• Microsoft Windows XP FVofessional x 64 Edition では、シームレ 
スセットアップを使用できません。再セットアップする場合は、 
「Microsoft Windows XP FVofessional x 巨 4 Edition インストレー 
シ ヨンサプリメントガイド」 を参照し、「マニュアルセットアップ」を 
使用してください。 

• Windows Vista では、シームレスセットアップを使用できません。 

再セットアップずる場合は 、 「Microsoft Windows Vista Business 
インスト レーシヨ ンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアルセッ 
トアップ」を使用してください。 


い合わせください。 



巨 IOS の設定について 


Windows XPI こついて 

Windows XP は、シームレスセツトアップでインストールできます。ただし、次の点じついて 
を意してください。 


• インストールを始める前にオプションの増設や本体のセットアップ 

Ito ( BIOS やオプションポードの設定）をずベて完了させてください。 

• 薛社び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!ル 
に関する説明書び添付されていまずび、本装置へのインストールについ 
ては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に31ぺージを参照して「メモリ 
ダンプの設定」などの障害処理のための設定をしてください。 

• シームレスセットアップでは、ステップバイステップインタラクティ 
ブは自動でインストールされません。 
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ミラー化されているボリユームへのインスIルについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス!-ールする場合は、イ 
ンストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インストール完了 
後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 


M0 装置の接続について 

Windows XP をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、インストール 
に失敗することがあります。 M 0 装置を外してインストールを最初からやり直してください。 


DAT 等のメディアについて 

シームレスセツトアップでは、 DAT 等のインストールじ不要なメディアはセツトしないでください。 


J \- ドディスクドライブの接続について 

0 S をインストールする八ードディスクドライブじ(外の八ードディスクドライブを接続する場 
合は、 0 S をインストールした後から行ってください。 


作成ずるパーティションサイズについて 

[Windows XP Professional の場合] 

システムをインストールするパーティションのサイズは、次の計算式から求めることができます。 

インストールに必要なサイズ十ページングファイルサイズ十ダンプファイルサイズ 
十八イバネーション用サイズ十アプリケーションサイズ 

インストールに必要なサイズニ2700 MB 
ページングファイルサイズ（推奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズニ搭載メモリサイズ十 12 MB 
八イバネーション用サイズニ搭載メモリサイズ 
アプリケーションサイズニ任意 


W -0 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（ダンプファイル）採取 

量3 のための推奨サイズでず。ブートボリュームには、ダンプファイルを格 

納するのに十分な大きさの初期サイズを持つページングファイルが必要 
でず。また、ページングファイルび不足すると仮想メモリ不足により正 
確なデバッグ情報を採取できない場合びあるため、システム全体で十分 
なページングファイルサイズを設定してください。 

• 1つのパーティシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 
409己 MB です。搭載メモリサイズ X 1.已倍のサイズび409曰 MB を超え 
る場合は、409己 MB で設定してください。 

• 搭載メモリサイズび 2 GBm 上の場合のダンプファイルサイズの最大は 
に048 MB +12 MB 」 です。 

• その他アプリケーシヨンなどをインス!ルする場合は、別途そのアブ 
リケーシヨンび必要とするディスク容量を追加してください。 
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例えば、搭載メモリサイズが51 2 M 巨の場合、パーティションサイズは、前述の計算方法から 


2700 MB 十 （512 MB X 1.5) 十 512 MB 十 12 MB 十 512 MB 十アプリケーションサ 
イズニ4504 MB 十アプリケーションサイズ 
となります。 

システムをインス I -ールするパーティションサイズが「インストールに必要なサイズ十ペー 
ジングファイルサイズ」よリルさい場合はパーティションサイズを大きくするか、ディスクを 
増設してください。ダンプファイルサイズを確保できない場合は、次のように複数のディスク 
に割り当てることで解まできます。 


1 . 「インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ」を設定する。 

2. 「障害処理のためのセットアップ」を参照して、デバッグ情報（ダンプファイルヴ 
イズ分）を別のディスクに書き込むように設定する。 

ダンプファイルサイズを書き込めるスペースがディスクにない場合は「インストー 
ルに必要なサイズ 十 ページングファイルサイズ」でインス I -ール後、新しいディ 
スクを増設してください。 


異なる種類の RAID ボードの接続について 

異なる種類の RAID ボード （SW RAID 含む）の共存状態でのシームレスセットアップはサポー 
卜していません。 

OS をインストールする RAID ボードじ(外は接続していない状態 （SW RAID の場合は無効状態) 
でシームレスセツトアップを実行してください。 



本装置ではオプションの RAID ボードはサポートしていません。 


ディスク構成について （ r 曰 SA 構成」と表示されている領域について） 

ディスク領域に忙に A 構成」と表示された領域が存在する場合があります。構成情報やユー 
ティリティを保存するための保守用パーティションです。削除しないでください。 



メディアねし 


■ ホ到り当て ■ プライマリバーティシヨン 
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サービスパックの適用について 

Express 5800シリーズでは、サービスパックを適用することができます。本体に添付されて 
いるサービスパックじ(降のサービスパックを使用する場合は、下記サイトより詳細情報を磕か 
めた上で使用してください。 

[8 き街] http :// nec 8. com / 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インストールについて 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティシヨ 
ンを残したままでの再インストールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は、 「 EXPRESSBULDER 」 CD - ROM に格納されている 
オンラインドキュメント 「Microsoft WindowsXP Professional インストレーシヨンサプリメ 
ントガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインストールに関す 
るを意事項が記載されています。 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップは、次のような流れで進みます。 



パラメータフアイルを使用してセツトアップを進めまずか？ 


はい いいえ 

み 

ま意事項、制限事項の記載を読む 



オペレーテイングシステムインス!'―ルメニュ ー 




ソフトウエア使用許語契約に同意ずる 

~~み本木み — ~ 

ヴービスパック CD - ROM をセットずる 
けービスパックを適用ずる場合） 


自動インス!ル 

i 

自動ログオン 


巧起動を、インストール終了） 


《ディスクアレイコント□-ラが搭載されていて、 
アレイディスクの設定画面で、 RAID を新規作成する 
設定にした場合、このフエーズが実行される。 


J :入力や選択が必要な作業 
]： 自動のに作業び進む内容 
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セットアップの手順 

シームレスセッ ト アップでは、ウイザード形式によりをパラメータを設をしていきます。この 
とき、をパラメータを一つのファイル(パラメータファイル)としてフ□、ソピーディスクへ保存 
することも巧能です。 


パラメータファイルを使ってセットアップするときは、ファイル保を用として 
医!^ 1.44 M 目フォーマット済みの空きフ□、ソピーディスクが1枚必要となります。あ 

らかじめ、お客様でフ□、ソピーディスクをご用意ください。 

再インストールのときは、保ちしておいたパラメータファイルを読み込ませるこ 
とで、ウィザードじよるパラメータ入力を省略することができます。 

また、シームレスセットアップの中で、ディスクアレイコント□-ラなどのオプ 
シヨンに添付されたドライバ FD ( r 大容量記憶装置用 0 EM - FD 」） を個別に適用 
する場合は、パラメータファイルの設定も必要じなります。このときも空きフ 
□、ソピーディスクをご用意ください。 


• システムの構成を変更した場合は「システムのアップデート」を行って 
<ださい。 

• Windows XP の起動後にネットワークアダプタなどのドライバの変更、 
または追加ずる場合は、オンラインドキュメントの 「Microsoft 
Windows XP Professional インストレーシヨンサプリメントガイド」 
を参照して < ださい。 


1. 周辺装置、本装置の順に電源を日 N にする。 



• 0 S をインストールするときに M 0 装置を接続したまま作業を行うと、イ 
ンストールに失敗することがあります。失敗した場合は、 M 0 装置を外 
してインストールを最初からやり直してください。 

• 0 S をインストールするハードディスクドライブに(外のハードディスクド 
ライブを接続する場合は、 0 S をインストールした後から行ってくださし、。 

• 0 S をインストールするハードディスクドライブに論埋ドライブを複数 
作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合の再セット 
アップ手順」 （68 ぺージ）を参照してください。 


2. 本装置の光ディスクドライブに 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 CD - R 日 M をセットする。 

3. CD-R 日 M をセットしたら、リセットする （く Ctrl〉 + く Alt> + く Delete 〉 キーを押 
す）か、電源を日 FF/ 日 N してシステムを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESSBULDER が起動します。 

4. [シームレスセットアップ]をクリックする。 
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日.「パラメータファイルを使用してセットアップを進めますか？」といラメッセージ 
が表示されます。 

パラメータファイルを使用する場合は「はい」を、使用しない場合は「いいえ」を 
選択してください。 


パラメータファイルを使用してセットアップを進めますか？ 
いいえ はい 


6. シームレスセットアップでの注意事項が表示されます。 

表示内容をよく読んでから「磕認」をクリックしてください。 


セットアップを進めると、自動のに何回かコンピュータび再起動しますび、 
EXPRESSBUILDER CD - ROM 、 セットアップパラメータ FD は、指示びあるまで 
取り出さないでください。 


[ 確認 I 





ディスクになん6かの OS がインストールされている場合、インストールを続 
巧するかを確認するメッセージが表示されます。 

セットアップを続ける(こは「継続」を選択してください。 


このディスクには、ずでに何5かの 
オペレーティングシステムが 
インス I ^ールされていまず。 

この操作を続けると、ディスク内の 
データが失われてしまいまず。 

操作を続けまずか？ 


継続 戻る 


7. パラメータファイルを使用する場合はセットアップパラメータ FD が要求されます。 
フ□ッピーディスクをセットして「確認」を選択してください。 

パラメータファイルを使用しない場合は、このメッセージは表示されません。手順 

8.へ進んでください。 


セツトアップパラメータ FD を挿入してくださし、。 


確認 戻る 


ここでセツトしたフ□、ソピーディスクは、指示があるまで取り化さないでくだ 

をエック] さぃ。 
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[既存のパラメータファイルを使用する場合] 

セットしたフ □、ソ ピーディスク内のパラメータファイルの一覧が表示されます。 

(1) インストールに使用するパラメータファイルを選択し、[磕を]をクリックす 
る。 

確認のダイア □ グボ、ソクスがあらわれます。 



に）パラメータを磕認する場合は[磕認]を、確認せずにそのままインストールする 
場合は、[ス丰ップ]をクリックする。 

[確認]をクリ、ソク^手順8.へ進む 

[ス丰ップ]をクリ、ソクー手順9.のあと手順11.へ進む 


^ ディスクアレイコント□ーラが接続されていない場合は、手順9.へ進んでくだ 
医!^ さい。手順9.終了後、確認のダイア□グボックスが表れます。 

[確認]をクリ、ソクー手順10.へ進む 
[スキップ]をクリ、ソクー手順11.へ進む 


[空きフ□ツピーディスクをセツトした場合] 

(1) [ファイルを： （ A )] の下にあるボックスをクリックするか、く A > 羊一を押す。 
入カボックスが表示されます。 



に）ファイルをを入力し、[確を]をクリックする。 




















































導 A 漏 63 


8. ディスクアレイコント□ーラのパラメータを設定する。 

本装置のオンボード RAID 機能、またはオプションのディスクアレイコント□ーラを 
使用している場合は、[アレイディスクの設を]画面が表示されます。設を内容を確 
認し、必要なら修正を行ってから[終了]をクリックしてください。 

設をが終了すると、自動的に RAID の構築、保守用のパーティションの作成、および 
各種ユーティリティのインス I -ールが実行されます。 


本装置ではオプシヨンの RAID ボードはサボートしていません。 


[アレイテ''イスクの設定]テ''イスクアレイ]ント日-ラ 


1アレイテ''イスクの設定 

j 1する 

1 

RAID の作成 

1既存 RAID を使用する 

1 

接続テ''イスクの卜-タレ数 

1 ... 

1 

ツクを構成するテ''イスク数 

1 ... 

1 

ツクを構成する RAID 

1 ... 

1 

ラ仆モ-ドの設定 

1 ... 

1 

ラ仆モ - K の種類 

1 ... 

1 


1再読込1 1終了 1 

1ヘルフ。1 


9. インス!-ールするオペレーティングシステムを選択する。 

リストボックスから [ Windows ] を選択します。 



1日.次に、[基本情報]画面が表示されます。設定内容を確認し、必要なら修正を行って 
から炊へ]をクリックしてください（画面中の「対象マシン」は機種によって表示 
が異なります。） 

W 降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、[ヘルプ]をクリックして設をを磕認しなが 
ら画面を進めて<ださい。設を内容は必要に応じて修正して<ださい。 


対象マシン 

□ S の種類 

OS の言語 

がうイシヨンの使用方法 

が-テイシヨンサイ r (を領域二本） 

フアイ I レン方ムの NTFS への]州’’-卜 


サ-ピ刀ドックの適用 
インスト M 。 ス 


[ Express 已 800/XXX 


I Windows XP Professional 



II 新規に作成する 


r 8192 

「ずる 

「しない 

I Windows 

















































































• OS をインス!ルずるパーティシヨンは、必要最小限 m 上のサイズで 
確保してください（日6ページ参照)。 

• 「パーティシヨンの使用方法」で r 既存パーティシヨンを使用ずる」を 
選択すると、最初のパーティシヨン（保守用パーティシヨンを除く）の 
情報はフオーマットされ、すべてなくなります。それ似がのパーティ 
シヨンの情報は保持されます。下図は、保守用パーティシヨンび用意さ 
れている場合に情報び削除されるパーテイシヨンを示しています。 


第1パーティション 

<保守用パーテイション> 

第2パーティション 

第3パーテイシ5 

3ン 

第4パーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 


保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの 
既存のパーティションを残したまま再インストールすることはできませ 
ん（己7ページ参照)。「パーティションの使用方法」で r 既存パーティ 
ションを使用する」を還択しないでください。 

• 「パーティションの使用方法」で r 新規に作成する」を選択したとき、 

r ノくーティション」の設定値は実領域 m 上または1 20 GBiy 上の値を指定 
しないで < ださい。 

• 「パーティション」に409己 MBiy 外を指定した場合は NTFS へのコン 
バートび必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を 
選択したとき、流用するパーティション政が（保守領域を除く）にパー 
ティシ ョンび存在しなかった場合、 そのディスクの最大領域を確保して 
Windows XP をインストールします。また、流用ずるパーティション 
(0 S システムノくーディション ly 外）にアクティブなノくーティションび巧 
在してはなりません。 

• 設定内容に不正びある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直 
さなければな5ない場合もありまず。 

• ここでは日本語の入力はできません。使用者名と会社名を日本語で入力し 
たい場合は、□グオン後に入力画面びポップアップされますので、その時 
に再入力し、設定してください。ここでは、仮の名前を入力してくださし、。 

• セットアップパラメータを入力する場合、次の文字数 m 下で入力してく 
ださい （2 バイト文字は2文字で換算しまず)。 


項目 

設定値 

文字数 

新規ユーザの作成 

ユーザ名 

19 

グループ名 

20 

フルネーム 

63 

説明 

47 

新規グループの作成 

グループ名 

20 

説明（グループ名） 

47 


[コンピュータの役割]画面にある[終了]をクリックすると、その後の設を 
はシームレスセットアップの既を値を自動的に還ネ尺して、インストールを行い 
ます。 
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11. オプションの大容量記憶装置ドライバのモジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、大容量記憶装置 
に添付されているフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし、 
メッセージじ従つて操作してください。 


r 大容■記憶装置用 OEM - FD 」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに J 串入して < ださい。 


0 K 終了 


^ 本機能を使用する場合は、フ□、ソピーディスクドライブが接続されている装置 
区エック I のみ使用できます。 


12. 追加するアプリケーションをインスI-ールする。 

シームレスセットアップに対応しているアプリケーションを追力□でインストールす 
る場合は、メッセージが表示されます。 


追加ずるアプリケーションのインストール 
媒体を CD - ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに J 串入して < ださい。 

0 K I I 終了 


13. メッセージに従って 「EXPRESSBUILDR」CD-R 日 M を光ディスクドライブから 
取り出す。この時セットアップパラメータ FD を使用している場合は、フ□ッピー 
ディスクドライブから取り出す。 

Windows XP CD-R 日 M を光ディスクドライブにセットする。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されます。 

14. よく読んでから、同意する場をは、[同意します]をクリックするか、く F8> キーを 
押す。同意しない場含は、[同意しません]をクリックするか、く F3> キーを押す。 



两"〇 同意しないと、セットアップは終了し 、 Windows XP はインス I ルされま 
置3 せん。 


Windows XP と指定したアプリケーションは自動的にインストールされ、システム 
じ□グオンします。 



























































66 巧セツトアップ 


1日.基本情報で「サービスパックの適用」を「する」にした場合は、次の操作をする。 

(1) メッセージじ従ってバックアップ CD - ROM を光ディスクドライブから取り化す。 

(2) メ、ソセージに従って Windows XP Service Pack 2 JU 降の CD - ROM を光ディス 
クドライブにセットする。 

Windows XP と指をしたアプリケーションは自動的じインストールされ、システム 
に□グオンします。システムに□グオンすると、[セットアップ情報]ウィンドウが 
表示されます。必要に応じて、使用者をと会社をを再入力して<ださい。 



16. 2己ページを参照し、デバイスドライバ（本体標準装備）のセットアップを行ラ。 

17. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、才 
プションに添付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

18. 31ページの「障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップを行う。 

19. 必要に応じて、「ステップバイステップインタラクティブ （SBSI)」 をインス 
I-ールする。 

S 目 SI は Windows XP を学習するためのトレーニングソフトウエアです。アニメー 
ションと音声を使用し、簡単で使いやすい学習環境が用意されています。 

SBSI は、 JU 下の方までインストールできます。 

(1) S 目 SI CD - ROM を光ディスクドライブにセットする。 

(2) 「く CD - ROM のドライブレター >:¥ setup . exe 」 を実行する。 

メッセージに従ってインストールを行ってください。 

(3) 29ページを参照し、システムのアップデートを行う。 

2日. 42ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

W 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 
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応用セットアップ 


システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムじよっては、特殊な手 
順でセ、ソトアツプしなければならない場合があります。 


シームレスセットアップ未巧応の大容量記憶装置コント□ーラ 
を利用する場合 

最新のディスクアレイコント日ーラなど、本装置に添付の EXPRESS 目 ULDER に対応していな 
い大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムにおいて、 0 S の再インス I -ールなどを 
行う場合は、次の手順でセツトアップしてください。 



• BTO (工場組み込み出荷)により、 0 S 組み込み出荷された状態からセッ 
トアップを開始する場合には、本操作を行う必要はありません。 

• シームレスセットアップにが応しているオプションボードについては 
「EXPRESSBUILDER がサポートしているオプションボード」 （13 ぺージ) 
を参照してください。 


1. セツトアップしよラとする大容量記憶装置コント□ーラの説明書を準備する。 



本書の内容と大容量記憶装置コントローラの説明書との内容が異なる場合は、 
大容量記憶装置コントローラの説明書を優先してください。 


2. ディスクアレイコント□-ラの場含は、コント□-ラの説明書に従って RAID の設 
定を行ラ。 

RAID 設をの不要な大容量記憶装置コント□ーラの場合は、手順3.へ進んで<ださ 
い。 

3. 「EXPRESS 巨 UILDER」CD-R 日 M わ、らシステムを起動させる。 

4. (下の設定でシームレスセットアップを実行する。 

—「パラメータファイルを使用する」に設をする 

- アレイディスクの設を画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]を 
チェックする 



コントローラによっては、設を画面が現れないことがあります。 


-[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用をする]をチェックする 



このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されている 
ドライバを読み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 







68 応用セットアップ 


日.シームレスセットアップの途中で[大 容量記憶装置 用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置 コント □ーラに添付されているフ□、ソピーディスクをフ□、ソピー 
ディスクドライブにセツ ト し、 W 降は画面のメッセージに従って操作してください。 


r 大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに J 串入してください。 


0 K 終了 


マニュアルセットアップ 

本装置へのオペレーティングシステムのインス I -ールは、シームレスセットアップを使用する 
ことをお勤めしていますが、保守用パーティションを磕保しないでオペレーティングシステム 
をインストールするなど、特殊なインストールに対応する場合、マニュアルセットアップが必 
要になることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows をインストールする方まじついては、 
EXPRESSBUILDER じ格納されているを 0 S のインストレーションサプリメントガイドを参照 
してく ださい。また 、 Microsoft Windows XP Professional x 64 Edition や Microsoft 
Windows XP Professional の場合は、あらかじめ EXPRESSBUILDER から「サポートディス 
ク」を作成しておいてください。 

^ オプションボードを接続する場合は、オプションボードに添付の説明書も併せ 
反て巧！ て参照してください。 


論理ドライブび複数を在する場合の再セットアップ手順 

再セツトアップをはじめる前に、万一の場合に備えて必ずデータのバックアップを行ってくだ 
さい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セットアップを開始する。 

2. 次のメッセージが表示されたら、日 S をセツトアップしたいパーティションを選択 
する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既をのパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 


wO システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ 
完了後は修正できません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れてい 
ることを5崔認してか5セットアップを続行してください。 
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3. 本書および「インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従ってマニュアル 
セツトアップを続行する。 

W 上で完了です。 



セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合がありま 
す。ドライブ文字の修正が必要な場合は々項の「ドライブで字の修正手順」に 
従ってドライブ文字を変更してください。 


ドライブで字の修正手順 

JU 下の手順では、システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字は変更できま 
せん。ごを意ください。 

1 . [スタートメニュー ] から[マイコンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[コ 
ンピュータの管理]を起動する。 

2. 左側のウィンドウの中から、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブ文字を変更したいボリュームを選択してちクリックし、[ドライブタ字と 
パスの変更]を選択する。 

4. [変更]をクリックする。 

己.[次のドライブタ字を割り当てる]をクリックし、割り当てたいドライブタ字を選択 
する。 

目.[日 K] をクリックする。 

7. じ(下の確認メッセージが表示されたら、[はい]をクリックする。 

ボリュームのドライブ文字を変更ずると、プ□グラムが動作しないことが 
あります。このドライブ文字を変更しますか？ 


8. [コンピュータの管理]を終了する。 

W 上で完了です。 






70 メモ 




